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【広島市自主防災連合会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 防災マップの作成等を通じ

てまちあるきを行い，地域の

災害危険箇所，避難場所や避

難経路などを確認。 

○ まちあるきや防災マップの

作成に関し、多くの住民の参加

を促し、地域の災害危険箇所、

避難場所や避難経路などを確

認した。 

○ 防災マップの作成等を通じてま

ちあるきを行い，地域の災害危険箇

所，避難場所や避難経路などを確認

する。［継続］ 

察知する 

○ 災害時における地域の連絡

網には、可能な限り携帯電話

を使用するなど、停電時等で

も情報を伝達できる連絡網の

作成を促進する。 

 

○ 広島市防災情報メールや避

難誘導アプリなど，災害時に

必要な情報の入手手段の確保

について周知する 

 

○ 防災受信機の利用促進 

 

 

 

○ 防災ライブカメラ設置の検

討 

○ 防災訓練時に防災情報メー

ルによる訓練開始の伝達を行

い、受信できているか確認し

た。 

 

 

○ 回覧等により、避難誘導アプ

リなどの情報入手手段の確保

について周知した。 

 

○ 危険区域に居住する住民に

対し、広島市の防災受信機の利

用促進制度について普及した。 

 

○ 広島市の防災ライブカメラ

の設置制度について、住民へ周

知し、設置を促した。 

○ 災害時における地域の連絡網に

は、可能な限り携帯電話を使用する

など、停電時等でも情報を伝達でき

る連絡網の作成を促進する。［継続］ 

 

 

○ 広島市防災情報メールや避難誘

導アプリなど，災害時に必要な情報

の入手手段の確保について周知す

る。［継続］ 

 

○ 防災受信機の利用促進［継続］ 

 

 

 

○ 防災ライブカメラ設置の検討［継

続］ 

行動する 

・ 

学 ぶ 

○ 防災マップの作成等による

災害危険箇所等の確認 

 

 

 

 

○ 自主防災組織等による防災

訓練や防災研修会の開催 

 

○ 地域の各種団体と連携した

防災訓練,地域の特性を踏ま

えた防災訓練の実施 

 

○ 子どもが楽しめる防災訓

練・フェアを実施（※コロナ

により中止） 

○ まち歩きや防災マップの作

成に関し、多くの住民の参加を

促し、地域の災害危険個所、避

難場所や避難経路などを確認

した。 

 

○ 市内各地で小学校区単位の

連合組織がそれぞれ防災訓練

や研修会などを実施した。 

○ 防災マップの作成等による災害

危険箇所等の確認［継続］ 

 

 

 

 

○ 自主防災組織等による防災訓練

や防災研修会の開催［継続］ 

 

○ 地域の各種団体と連携した防災

訓練,地域の特性を踏まえた防災訓

練の実施［継続］ 

 

○ 子どもが楽しめる防災訓練・フェ

アを実施［継続］ 

備 え 

る 

○ 避難場所までの避難が困難

な場合などに備えて，一時緊

急退避施設（商業施設（駐車

場，マンション，社宅等）を

確保 

 

○ 非常持ち出し袋や家庭内備

蓄の準備などの周知 

○ まちあるきや防災マップの

作成に関し、多くの住民の参加

を促し、地域の災害危険箇所、

避難場所や避難経路などを確

認した。 

 

○ 防災訓練や研修の際、非常持

ち出し袋や家庭内備蓄の必要

性について、リストや見本を活

用して周知した。 

○ 避難場所までの避難が困難な場

合などに備えて，一時緊急退避施設

（商業施設（駐車場，マンション，

社宅等）を確保［継続］ 

 

○ 非常持ち出し袋や家庭内備蓄の

準備などの周知［継続］ 
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【広島県消防協会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 地域と連携した，ハザード

マップ等を活用した防災訓練

による災害危険箇所等の確認 

 

○ 地域住民の方と消防団（団

員）が一緒にハザードマップ

等を活用して、まち歩き等を

実施し，危険箇所等の確認 

 

○ 地域と連携した，ハザードマ

ップ等を活用した防災訓練に

よる災害危険箇所等の確認 

 

○ 地域住民の方と消防団（団

員）が一緒にハザードマップ等

を活用して、まち歩き等を実施

し，危険箇所等の確認 

○ 地域と連携した，ハザードマップ

等を活用した防災訓練による災害

危険箇所等の確認［継続］ 

 

○ 地域住民の方と消防団（団員）が

一緒にハザードマップ等を活用し

て、まち歩き等を実施し，危険箇所

等の確認［継続］ 

察知する 

○ 県，市町等が発表する防

災・避難情報の伝達手段及び

住民の自主避難体制の構築 

 

○ 県，市町等が発表する防災・

避難情報の伝達手段及び住民

の自主避難体制の構築 

○ 県，市町等が発表する防災・避難

情報の伝達手段及び住民の自主避

難体制の構築［継続］ 

行動する 

○ 避難行動要支援者の把握及

び避難訓練の実施 

 

○ 避難行動要支援者の把握及

び避難訓練の実施 

○ 避難行動要支援者の把握及び避

難訓練の実施［継続］ 

学 ぶ 

○ 地域で日常的に行われてい

る行事にあわせた訓練の実施 

（例：とんどでの消火訓練，炊

き出しなど） 

 

○ ホームページを活用し，市

町で独自に取り組んでいる活

動の紹介 

 

○ 地域で日常的に行われてい

る行事にあわせた訓練の実施 

 

 

 

○ ホームページを活用し，市町

で独自に取り組んでいる活動

の紹介 

○ 地域で日常的に行われている行

事にあわせた訓練の実施（例：とん

どでの消火訓練，炊き出しなど）［継

続］ 

 

○ ホームページを活用し，市町で独

自に取り組んでいる活動の紹介［継

続］ 

備 え る 

○ 消防団が所有する機械器具

を活用した避難支援体制の構

築 

 

○ 消防団が所有する機械器具

を活用した避難支援体制の構

築 

○ 消防団が所有する機械器具を活

用した避難支援体制の構築［継続］ 

※ 新型コロナウイルス感染症拡 

大防止のため消防団活動はあま 

りできていない。 
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【広島県女性防火クラブ連絡協議会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 自主防災組織等と連携し，防

災マップの作成及び災害危険箇

所を確認 

（地域，行政等と連携し，地域

住民に対して災害危険箇所な

どの確認を働きかけ） 

 

○ 特になし ○ 自主防災組織等と連携し，防災マ

ップの作成及び災害危険箇所を確認 

（地域，行政等と連携し，地域住民

に対して災害危険箇所などの確認を

働きかけ）［継続］ 

察知する 

○ 災害発生の危険性を察知した

際には，近隣への声かけによる

避難誘導をきめ細かく実施 

 

○ 特になし ○ 災害発生の危険性を察知した際に

は，近隣への声かけによる避難誘導

をきめ細かく実施［継続］ 

行動する 

○ 地域住民とのつながりを深め

るため，地域で開催される防災

訓練等への積極的な参加 

 

○ 日頃から，日常会話の中で，

防災に関心を持ってもらえるよ

う取組を実施 

 

○ 他県との交流を行い，防災設

備の見学等を実施 

 

○ 特になし ○ 地域住民とのつながりを深めるた

め，地域で開催される防災訓練等へ

の積極的な参加［継続］ 

 

○ 日頃から，日常会話の中で，防災

に関心を持ってもらえるよう取組を

実施［継続］ 

 

○ 他県との交流を行い，防災設備の

見学等を実施［継続］ 

学  ぶ 

○ 自主防災組織，消防団等と連

携し，防災訓練等に積極的に参

加 

○ 特になし ○ 自主防災組織，消防団等と連携し，

防災訓練等に積極的に参加［継続］ 

 

備 え 

る 

○ 非常持出品（非常持出袋）の

備えを促進（住宅用警報器に注

意を促す） 

○ 特になし ○ 非常持出品（非常持出袋）の備え

を促進（住宅用警報器に注意を促す）

［継続］ 
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【広島県社会福祉協議会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

学  ぶ 

○ 地域における防災・減災活動

の推進支援 

・ 市町社協等が実施する災害

ボランティア講座等を通して，7

月豪雨災害を踏まえた防災・減

災につながる平常時からの住民

同士の支え合い活動（例；地域

における見守り活動など）づく

りを支援する。 

○ 市町社協等が構築してい

る被災者生活サポートボラ

ネット会議等を通して，平成

30年 7月豪雨災害及び新型

コロナウイルス感染拡大防

止をふまえた平常時からの

住民・関係機関・団体同士の

支援体制づくりを支援した。 

○ 地域における防災・減災活動の

推進支援［継続］ 

・ 市町社協等が実施する災害ボ

ランティア講座等を通して，7月

豪雨災害を踏まえた防災・減災に

つながる平常時からの住民同士

の支え合い活動（例；地域におけ

る見守り活動など）づくりを支援

する。 

備 え 

る 

○ 災害ボランティア活動に係る

資機材ストックヤードの維持管

理 

 

○ 被災者生活サポートボランテ

ィアネットワークの強化 

 

○ 災害時における福祉分野の相

互支援体制等の構築 

○ 出水期に迅速な資機材の

供給を行うため，資機材の点

検・整備を行い，県内外にお

ける災害時のボランティア

活動に対する資機材供給体

制の維持に努めた。 

 

○ 広島県及び関係機関・団体

を構成員とした県被災者サ

ポートボラネット推進会議

を開催し，新型コロナウイル

ス感染拡大防止をふまえた

方策協議を行った。 

 

○ ライオンズクラブ国際協

会 336-C地区及びサイボウズ

株式会社との災害支援協定

を締結し，県域ネットワーク

拡充を図った。 

 

○ 災害時の県内社会福祉施

設の相互支援を目的とした

ネットワークである「広島さ

っそくネット」において，各

エリアによる情報共有や発

災時のシュミレーション訓

練等を進めた。 

○ 災害ボランティア活動に係る

資機材ストックヤードの維持管

理［継続］ 

 

○ 被災者生活サポートボランテ

ィアネットワークの強化［継続］ 

 

○ 災害時における福祉分野の相

互支援体制等の構築［継続］ 
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【広島大学】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 学内で作成する「安全衛生

マニュアル」及び学内電子掲

示板に，災害危険箇所を知る

ための情報（広島県防災 Web，

ハザードマップ，県民総ぐる

み運動ポータルサイト）の URL

を記載 

 

○ 各附属学校の全児童・生

徒・職員に一斉防災教室の教

材を配布。また，電子掲示板

で学生・職員に教材等を紹介 

 

○ 行政等が発信する情報（災

害危険箇所等の確認）につい

て，学内電子示板及びメール

等で学生・職員に対して情報

提供 

○ 学内で作成する「安全衛生マニュ

アル」及び学内電子掲示板に，災害

危険箇所を知るための情報（広島県

防災 Web，ハザードマップ，県民総

ぐるみ運動ポータルサイト）の URL

を記載した。 

 

 

○ 各附属学校の全児童・生徒・職員

に一斉防災教室の教材を配布し，電

子掲示板で学生・職員に教材等を紹

介した。 

 

○ 行政等が発信する情報（災害危険

箇所等の確認）について，学内電子

示板及びメール等で学生・職員に対

して情報提供をした。 

○ 学内で作成する「安全衛生マ

ニュアル」及び学内電子掲示板

に，災害危険箇所を知るための

情報（広島県防災 Web，ハザー

ドマップ，県民総ぐるみ運動ポ

ータルサイト）の URL を記載 

［継続］ 

 

○ 各附属学校の全児童・生徒・

職員に一斉防災教室の教材を

配布。また，電子掲示板で学

生・職員に教材等を紹介 ［継

続］ 

 

○ 行政等が発信する情報（災害

危険箇所等の確認）について，

学内電子示板及びメール等で学

生・職員に対して情報提供 ［継

続］ 

察知する 

○ 学内電子掲示板で，学生・

職員に対して県防災 Webの周

知及び防災情報メール（県・

市）の登録の促進 

○ 学内電子掲示板で，学生・職員に

対して県防災 Webの周知及び防災

情報メール（県・市）の登録の促進

をした。 

○ 学内電子掲示板で，学生・職

員に対して県防災 Web の周知

及び防災情報メール（県・市）

の登録の促進 ［継続］ 

行動する 

○ 災害発生時の対応に係るマ

ニュアルについて，学内掲示

板に掲示するとともに，学生･

職員に対して周知を徹底 

○ 災害発生時の対応に係るマニュ

アルについて，学内掲示板に掲示す

るとともに，学生･職員に対して周

知を徹底した。 

○ 災害発生時の対応に係るマ

ニュアルについて，学内掲示板

に掲示するとともに，学生･職

員に対して周知を徹底 ［継

続］ 

学  ぶ 

○ 学内での防災訓練を継続し

て実施し，防災体制の確認，

自衛消防隊の動きについてｼﾐ

ｭﾚｰｼｮﾝを行うとともに，非常

用物品の取り扱いなどを周知 

 

○ 学内電子掲示板に非常用物

品の取り扱い方法や防災情報

等を掲載 

 

○ 学生・職員への安全衛生教

育で，地震対策・防災情報等

について周知 

 

○ 災害に備えた危機管理の一

環として，構成員を対象に安

否確認訓練を実施（年２回） 

○ 学内電子掲示板に非常用物品の

取り扱い方法や防災情報等を掲載

した。 

 

 

 

 

○ 学生・職員への安全衛生教育で，

地震対策・防災情報等について周知

した。 

 

○ 学内電子掲示板に非常用物

品の取り扱い方法や防災情報等

を掲載 ［継続］ 

 

 

 

○ 学生・職員への安全衛生教育

で，地震対策・防災情報等につ

いて周知 ［継続］ 

 

 

 

 

 

○ 災害に備えた危機管理の一

環として，構成員を対象に安否

確認訓練を実施（年２回） ［継

続］ 

備 え 

る 

○ 学校施設内設備の転倒防止

対策の実施及び避難経路の確

保の確認に引き続き取り組む 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 非常持出品の保管状況を確

認し，補充等を行う。 

 

○ 専門業者による防災管理点

検を行い，改善が必要な箇所

について是正 

○ 「安否確認等マニュアル」

及び「安否確認手順書の改定」

に引き続き取り組む 

 

○防災・減災研究センター関係 

～引き続き，相乗型豪雨災害

のメカニズムの解明や災害

を未然に防ぐための早期検

知システム等の開発，災害

に強いまちづくりの支援，

研究成果の情報発信，人材

育成等に取り組む。公開講

座，研究報告会，国際シン

ポジウムなどを予定。また，

地域の防災に関する実情や

課題に精通する行政との連

携を図り，実践的な研究の

成果を行政の施策，事業へ

反映させる。 

○ 非常持出品の保管状況を確認し，

補充等を行った。 

 

○ 専門業者による防災管理点検を

行い，改善が必要な箇所について是

正した。 

○ 「安否確認等マニュアル」及び「安

否確認手順書の改定」に引き続き取

り組んだ。 

 

○ 防災・減災研究センター関係 

・令和 2 年 6月 15 日，広島県と県

内 23 市町に加えて，山口県岩国市

から危機管理部門の担当者等 50 人

が集まる「令和 2年度第 1回防災・

減災研究センター連携自治体会議」

をオンラインで開催し，新型コロナ

ウイルス感染対策を踏まえた避難

について意見交換を実施した。 

・令和 2 年 10月 3 日，コロナ感染

拡大防止のため，初めてオンライン

で開催された「ぼうさいこくたい

2020」（主催：内閣府，防災推進協

議会，防災推進国民会議）の中で，

「相乗型豪雨災害から命を守るた

めに  ～次々に襲い掛かる自然

の猛威，ネクストステップで何に取

り組むのか？」をテーマに独自のセ

ッションを開催し，344人が視聴し

た。 

・令和 2年 11月 27日，土石流等の

発生予測に向けて「ががら山実証実

験プロジェクト」を開始し，広島大

学東広島キャンパス内にある「がが

ら山」山頂付近において，観測孔 2

本のボーリング作業を開始した。 

・令和 2年 12月 16日，防災・減災

研究センターの設置 2 周年を記念

して，オープンディスカッション

「『相乗型豪雨災害』防災のネクス

トステップで何に取り組む？」を開

催。研究者，行政関係者，及び防災

リーダー等地域の代表者がウェブ

会議形式で討論し，その様子を約

70 人の一般参加者がオンラインで

視聴した。 

・令和 2 年 10月から，広島県危機

管理監，広島県砂防課と，豪雨災害

の VR･AR 等の可視化教材制作に関

する検討を開始した。 

○ 非常持出品の保管状況を確

認し，補充等を行う ［継続］ 

 

○ 専門業者による防災管理点

検を行い，改善が必要な箇所に

ついて是正 ［継続］ 

○ 「安否確認等マニュアル」及

び「安否確認手順書の改定」に

引き続き取り組む ［継続］ 

 

○ 防災・減災研究センター関係 

［継続］ 

～引き続き，相乗型豪雨災害

のメカニズムの解明や災害

を未然に防ぐための早期検

知システム等の開発，災害

に強いまちづくりの支援，

研究成果の情報発信，人材

育成等に取り組む。公開講

座，研究報告会，国際シン

ポジウムなどを予定。また，

地域の防災に関する実情や

課題に精通する行政との連

携を図り，実践的な研究の

成果を行政の施策，事業へ

反映させる。 
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【広島県私立中学高等学校協会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 各校を設置する学校法人は、そ

の規模や置かれた環境が異なり、

個々で活動しているため、協会と

しての統一的な取組を行うこと

は難しく、個々の法人に意識向上

を図るよう要請することしかな

い。 

よって、今後も同様の取組を行

う。 

 

○ 当協会の主催する会議や行事

等の機会において，会員に対し

て，災害危険箇所，避難場所，避

難経路の確認等に係る取組を促

進するよう意識向上を図る。 

 

○ 県の作成する「マイタイムライ

ン」について、各学園（各校）が

教職員、生徒、保護者等に周知徹

底を図るような取組を行うとと

もに、その利用方法等も校長会等

で検討していくこととしたい。 

○ コロナ禍によって、年間を

通して会議開催ができなか

った。よって取組促進の意識

向上についての対応はでき

ていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ マイタイムラインの配布

については、事前に小学校へ

は協力をお願いした。ただ

し、利用方法の検討等は会議

が未開催のため、対応できて

いない。 

 

○ 各校を設置する学校法人は、そ

の規模や置かれた環境が異なり、

個々で活動しているため、協会と

しての統一的な取組を行うこと

は、協会という立場からは難しい

と判断している。そのため、各法

人に意識向上を図るよう、会議等

を利用して要請することにとど

めることとする。［継続］ 

 

備える 

○ 校長会を通じて、助け合いのネ

ットワークの構築に向けて協議

するとともに、各校における現状

を把握するとともに意見交換す

る場を設定することを検討した

い。 

○ 会議が開催できなかった

ため、具体的な検討には至っ

ていない。 

○ 検討に至っていない助け合い

ネットワークの構築について、再

度検討したい。その上で必要性や

実効性 が確認できるならば、構

築に向けて進めていくこととす

る。［継続］ 
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【広島県ＰＴＡ連合会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 東日本大震災で多くの子供

たちの犠牲を出した大川小学

校の保護者が各地で防災の講

演を行っている。 

その方を全小・中学校会長研修

会にお呼びし、防災に対する対

応やＰＴＡとしての役割等を

学習する。 

○ コロナウイルス感染拡大の

影響で、研修会はオンラインで

実施。 

「3.11 を学びに変える」～必

ず来る想定外を生き抜く～と

題して、学校や家庭における

防災教育の在り方について研

修を行った。 

○ 役員会や理事会において、防災

教育に関する議題や情報交流を

行う。[継続] 

察知する 

○ テレビやラジオなどのマス

メディア，行政放送，防災メー

ルなど様々なツールを活用し，

災害を察知するとともに，子供

にもツールの活用方法を指導

しておく。 

○ 役員会や理事会において、情

報ツールなどの活用について

意見交換を行った。 

○ テレビやラジオなどのマスメ

ディア，行政放送，防災メールな

ど様々なツールを活用し，災害を

察知するとともに，子供にもツー

ルの活用方法を指導しておく。

[継続] 

行動する 

○ 「てんでんこ」の精神のよう

に，災害が起こったら，誰かか

らの指示待ちではなく，自分で

判断して，自分の身だけは守る

姿勢を子供に培う。 

○ 災害が起こった時にそれぞ

れがどう行動するか、行動のル

ールづくりなどに家庭で取り

組んでいく啓発など、家庭での

教育や広報紙を使った啓発を

行った。 

○ 「てんでんこ」の精神のように，

災害が起こったら，誰かからの指

示待ちではなく，自分で判断し

て，自分の身だけは守る姿勢を子

供に培う。[継続] 

学  ぶ 

○ 防災関係に詳しい方を指導

者や講師に招きながら、ＰＴＡ

としての防災の取組を強化す

る。 

○ コロナウイルス感染拡大の

影響で、研修会はオンラインで

実施。 

「3.11 を学びに変える」～必

ず来る想定外を生き抜く～と

題して、学校や家庭における

防災教育の在り方について研

修を行った。 

○ 広報紙などのツールを使い、防

災についての情報を提供する。

[継続] 

備える 

○ いろいろな災害についての

知識や避難方法を親子で共有

し，災害が起きた時の対処方法

を事前に共有しておく。 

○ 広報紙を通じて、災害につい

ての情報提供や保護者の意見

などの周知を図った。 

○ いろいろな災害についての知

識や避難方法を親子で共有し，災

害が起きた時の対処方法を事前

に共有しておく。[継続] 

 
 
 
 
 
 
【広島県商工会議所連合会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 主催会議や行事等の機会を通

じ，会員に対し，災害危険箇所，

避難場所・経路の確認が進むよう

取組を促す。 

○ 継続して取り組む。 ○ 継続して取り組む。 
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【広島県商工会連合会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 引き続き各商工会に、「商工

会 BCPマニュアル」を策定する

ことを推進する。（令和２年度

中の県内全商工会の「事業継続

力強化支援計画」認定を目指

し、上半期に引き続き計画策定

の支援を行っている。） 

○ 「事業継続力強化支援計画」

未認定の商工会を対象に計画

策定支援を行った。（令和２年

度中に県内全商工会認定見込

み） 

○ 県内全商工会の「事業継続力強

化支援計画」の実行支援。［新規］ 

察知する 

○ 必要な時に必要な情報が早

期に収集できるように、災害情

報の入手先（ホームページ、メ

ール登録、電話番号等）を纏め

て（登録して）おく。 

○ 広島県商工会連合会 BCP の

中に、「災害関連情報入手先」

として、ホームページの一覧を

追記した。 

○ 必要な時に必要な情報が早期

に収集できるように、災害情報の

入手先（ホームページ、メール登

録、電話番号等）を纏めて（登録

して）おく。［継続］ 

行動する 

○ 業務用 SNSでの定期的な確認

訓練を実施し、非常時における

行動を身に着けることと、連絡

体制に不備がないか確認する。 

 

○ 業務用 SNS での安否確認訓

練を３回実施した。目標回答率

100％に対し３回目は 96％の

結果となった。（3回目は、令

和 2年 11月 5日 10:00の「広

島県一斉地震防災訓練」に合わ

せて実施） 

○ 業務用 SNSでの定期的な確認訓

練を実施し、非常時における行動

を身に着けることと、連絡体制に

不備がないか確認する。［継続］ 

学ぶ 

○ 県や市町からの依頼があれ

ば、商工会主催の祭等イベント

にて、ブース等を提供する。 

 

 

○ 引き続き、商工会事務局長会

議において、災害対応等を学ぶ

研修会を実施する。 

 

○ 全商工会の正副会長を対象

とした防災に関する研修会を

実施する。 

○ 機会が無く未実施 

 

 

 

 

○ 未実施 

 

 

 

○ コロナ禍のため研修会は中

止となり未実施 

○ 県や市町からの依頼があれば、

商工会主催の祭等イベントにて、

ブース等を提供する。［継続］ 

 

○ 引き続き、商工会事務局長会議

において、災害対応等を学ぶ研修

会を実施する。［継続］ 

 

○ 全商工会の正副会長を対象と

した防災に関する研修会を実施

する。［継続］ 

備える 

○ 全職員に対して「職員携行カ

ード」の携行を促す。 

 

○ 事務所内に水などの備蓄品

を置く。 

○ 新任の職員に対して「職員携

行カード」を配布し説明。 

 

○ 災害時等帰宅困難者対策と

して、事務所内に備蓄品設置

（３日分の保存水、非常食、簡

易トイレ等） 

○ 全職員に対して「職員携行カー

ド」の携行を促す。［継続］ 
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【広島県農業協同組合中央会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 会員組合（13JA、連合会）に

対して、会議や研修会等の機会

を利用して、災害危険箇所、避

難場所、避難経路の確認などを

周知する 

 

○ 防災に関する情報の収集・共

有化を図る 

○ 中国電力からの依頼受け、Ｊ

Ａ向け会議において、災害時等

の臨時倉庫の借用にかかる協

力依頼を実施。 

 

 

○ 台風・大雨・大雪等の予報発

生時に、災害情報の収集・共有

化を図った。 

○ 会員組合（13JA、連合会）に対

して、会議や研修会等の機会を利

用して、災害危険箇所、避難場所、

避難経路の確認などを周知する。

［継続］ 

 

○ 台風・大雨・大雪等の予報発生

時に、災害情報の収集・共有化を

図る体制を継続して構築する。

［継続］ 

察知する 

 ○ 広島県のＨＰ等により、台

風・大雨・大雪等各種の災害対

策本部」の設置状況・災害情報

に注目し、必要な情報収集・共

有を図った。 

○ 広島県のＨＰ等により、台風・

大雨・大雪等各種の「災害対策本

部」の設置状況・災害情報に注目

し、必要な情報を収集し、周知す

る。［R2下期から継続］ 

行動する 

○ 入居するビルで実施する防

災訓練等への参加 

○ 入居するビルで実施する防

災訓練等への参加。当年度よ

り、コロナ禍により人数制限が

あったものの、総務担当部署だ

けではなく、各部署の代表者に

参加いただいた。 

○ 入居するビルで実施する防災

訓練等へ参加。［継続］ 

学ぶ 

○ 防災の意識づけにかかる研

修等の実施 

 

○ コロナ禍により職員研修の

時間短縮等を行ったため、実施

できていない。 

○ 防災の意識づけにかかる研修

等の実施。［継続］ 

 

備える 

○ 防災グッズの備置（マスクな

ど） 

○ 防災グッズの備置（マスクな

ど）。 

○ 防災グッズの在庫管理（使用期

限等の確認含む）・備置（マスク

など）。［継続］ 
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【広島県宅地建物取引業協会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知 る 

○ 「不動産取引の機会を捉えた防

災情報の周知」と「みんなで減災」

県民総ぐるみ運動について、当協

会が実施する研修会・講習会等で

会員に周知徹底し,全会員の理解

と履行協力を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 当協会ホームページに「防災

WEB」のバナーを掲載 

 

○ 宅地建物取引士を対象と

した法定講習会【年21回、令

和3年1月末日時点16回実施

（新型コロナウイルス対策

として、内、8回自宅学習）】

において、県の担当職員から

「自然災害と防災に関する

説明義務」と題して、物件取

引時の説明内容等について

周知を行うとともに、「広島

県『みんなで減災』県民総ぐ

るみ運動」パンフレットの配

布を行った。 

 

○ 当協会ホームページに「広

島県防災WEB」のバナーを継

続掲載 

○ 「不動産取引の機会を捉えた防

災情報の周知」と「みんなで減災」

県民総ぐるみ運動について、当協

会が実施する研修会・講習会等で

会員に周知徹底し、全会員の理解

と履行協力を求める。［継続］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 当協会ホームページに「防災

WEB」のバナーを掲載［継続］ 

学  ぶ 

○ 今年度も『みんなで減災』一斉

地震防災訓練」に参加することと

し、同じ建物内で勤務している支

部職員や広島宅建㈱の職員にも,

参加を呼び掛ける。 

○ 令和 2 年 11 月 5 日に実施

した。 

○ 今年度も『みんなで減災』一斉

地震防災訓練」に参加することと

し、同じ建物内で勤務している支

部職員や広島宅建㈱の職員にも、

参加を呼び掛ける。［継続］ 

備 え る 

○ 『町内会・自治会等の加入促進

に関する協力協定（広島市）』，

『町内会等地域活動の促進、防

災・減災等に関する包括連携協定

（安芸郡府中町）』，『自治会・

町内会の加入促進に関する協力

協定（福山市・福山市自治会連合

会）』、『包括連携に関する協定

（安芸郡海田町）』を基に，引き

続き、会員を通じて，減災につな

がる地域の結びつきの強化を行

う。 

○ 広島市からの依頼により、

広島市域を管轄する支部の

会員に対し、「町内会・自治

会加入促進」のためのチラシ

を配布し、協力依頼を行っ

た。 

○ 『町内会・自治会等の加入促進

に関する協力協定（広島市）』、

『町内会等地域活動の促進、防

災・減災等に関する包括連携協定

（安芸郡府中町）』、『自治会・

町内会の加入促進に関する協力

協定（福山市・福山市自治会連合

会）』、『包括連携に関する協定

（安芸郡海田町）』を基に、引き

続き、会員を通じて、減災につな

がる地域の結びつきの強化を行

う。［継続］ 
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【全日本不動産協会広島県本部】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 会報誌に，不動産取引等の際に

ハザードマップ等による災害危

険箇所の周知活動などの啓発記

事を掲載し，全会員へ向けて取組

を促進 

 

○ 県担当者を講師に招いての，会

員に対する，「みんなで減災」県

民総ぐるみ運動の取組の周知 

 

○ 協会ホームページのトップペ

ージに，防災に関する行政機関の

ホームページのバナーを掲載 

○ コロナ感染拡大防止対策

として行事の大半を自粛し

たため記事が集まらず、会報

誌の発行ができなかった。 

 

○ コロナ感染拡大防止対策

として集合形式の研修会を

実施しなかった。 

 

 

○ 継続して掲載中 

○ 会報誌に，不動産取引等の際に

ハザードマップ等による災害危険

箇所の周知活動などの啓発記事を

掲載し，全会員へ向けて取組を促

進［継続］ 

 

○ 県担当者を講師に招いての，会

員に対する，「みんなで減災」県

民総ぐるみ運動の取組の周知［継

続］ 

 

○ 協会ホームページのトップペ

ージに，防災に関する行政機関の

ホームページのバナーを掲載［継

続］ 

備える 

○ 広島市・福山市と締結した「町

内会・自治会等の加入促進に関す

る協力協定書」に基づき，入居世

帯への町内会・自治会加入の働き

かけに協力するよう会員に周知 

 

○ 広島県と締結した「大規模災害

時における民間賃貸住宅の媒介

等に関する協定書」に基づき，災

害が起こった際に迅速に対応で

きるよう当協会独自のマニュア

ルを作成 

 

○ 周知する機会がなかった。 

 

 

 

 

 

○ 作成中 

○ 広島市・福山市と締結した「町

内会・自治会等の加入促進に関す

る協力協定書」に基づき，入居世

帯への町内会・自治会加入の働き

かけに協力するよう会員に周知

［継続］ 

 

○ 広島県と締結した「大規模災害

時における民間賃貸住宅の媒介

等に関する協定書」に基づき，災

害が起こった際に迅速に対応で

きるよう当協会独自のマニュア

ルを作成［継続］ 
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【株式会社ＮＴＴドコモ中国支社】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 
 

○ 事業所周辺の避難場所・避難
経路を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
○ 台風・大雨・大雪等の災害対
応時に避難所開設情報や市町
村の災害対策本部設置状況を
コモンズビューワやリエゾン
派遣により情報収集を行う。 

 
 
 

○ 防災機関との連携強化によ

る情報収集を行う。（各種防災

会議等への出席） 

 

○ 今年度の台風・豪雨災害時に

Lアラートビューア(コモンズビ

ューア)により避難所開設情報

を収集実施 

 

 

 

○ 自治体主催の防災会議、中防

連の会議や訓練等への出席によ

る情報収集の実施 

○ 事業所周辺の避難場所・避難

経路を確認する。［継続］ 
 
 
 
 
 
 

○ 台風・大雨・大雪等の災害対

応時に避難所開設情報や市町村

の災害対策本部設置状況を L ア

ラートビューワやリエゾン派遣

により情報収集を行う。［継続］ 

 
 

○ 防災機関との連携強化による

情報収集を行う。（各種防災会議

等への出席）［継続］ 

察知する 

○ 各自治体の防災訓練参加や
ドコモ防災ハンドブック配布
施策により、緊急速報メール・
災害用伝言板等の認知度向上
を図る。 

○ 中国管内全ドコモショップで

の防災ハンドブック配布施策の

実施による緊急速報メール、災

害用伝言板等の認知度向上を図

った 

 

○ 各自治体の防災訓練参加やド

コモ防災ハンドブック配布施策

により、緊急速報メール・災害

用伝言板等の認知度向上を図

る。［継続］ 

行動する 

○ 台風や大雪等の災害が予測
される場合に迅速な対応がで
きるよう、社内各組織の災害対
策リーダーに対する事前準備
依頼と情報の展開を行う。 

 
 
 
○ ドコモの災害対策への取組
を理解していただき、連携強化
を図ることを目的とした社外
（防災関係機関、報道等）説明
会を実施する。 

 

○ 災害時における携帯電話の

有効な活用方法の理解浸透を

図るため、ドコモ防災ハンドブ

ック配布施策を実施する。 

○ 台風接近時・豪雨時に社内災

害対策体制を構築し、各組織の

災害対策メンバーとの連絡体制

を構築 

 

 

○ 社外向け説明会の実施 

（新型コロナウイルスの影響に

伴い、リモート型で実施） 

 

 

○ 防災週間に合わせて、ドコモ

防災ハンドブック配布施策(約 4

万部)を実施 

○ 台風や大雪等の災害が予測さ

れる場合に迅速な対応ができる

よう、社内各組織の災害対策リ

ーダーに対する事前準備依頼と

情報の展開を行う。［継続］ 
 

○ ドコモの災害対策への取組を

理解していただき、連携強化を

図ることを目的とした社外（防

災関係機関、報道等）説明会を

実施する。［継続］ 

 

○ 災害時における携帯電話の有

効な活用方法の理解浸透を図る

ため、ドコモ防災ハンドブック

配布施策を実施する。［継続］ 

 

学 ぶ 

○ 従業員を対象としたシェイ
クアウト訓練による「緊急速報
メール」を受信した場合の行動
確認と「社員安否確認」を実施
する。 

 
○ 全従業員対象の災害対策に
関する Web研修を実施する。 

 
 
 

○ 全社員を対象とした安否確認

訓練を実施 

 

 

○ 全社員を対象とし、社員一人

一人の自助力向上を目的とした

web研修を毎月実施 

 

 

○ 従業員を対象としたシェイク

アウト訓練による「緊急速報メ

ール」を受信した場合の行動確

認と「社員安否確認」を実施す

る。［継続］ 

 

○ 全従業員対象の災害対策に関

する Web 研修を実施する。［継

続］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 中国支社グループ社員に対
し防災士資格の取得を推進す
る。 

○ 防災士取得拡大に向けた研修

を開催予定(3月) 

○ 中国支社グループ社員に対し

防災士資格の取得を推進する。

［継続］ 

備える 

○ 災害対策について自治体と
連携強化を図るため、有事の際
に提供できる優先電話貸出等
や、自治体にお願いしたいこと
について、自治体向けパンフレ
ットで説明する。 

 
 
 
 

○ 災害発生時に連携する防災

関係機関（陸上自衛隊、海上保

安庁等）との訓練を実施する。 

○ 災害時の相互協力事項等を記

載した自治体様向けのパンフレ

ットを作成し、各自治体様へ配

布を実施 

 

 

 

 

○ 災害時に連携する防災関係機

関様と協定に基づいた訓練を実

施し、協定実施手順等を確認実

施 

○ 災害対策について自治体と連

携強化を図るため、有事の際に

提供できる優先電話貸出等や、

自治体にお願いしたいことにつ

いて、自治体向けパンフレット

で説明する。［継続］ 

 
 

○ 災害発生時に連携する防災関

係機関（陸上自衛隊、海上保安

庁等）との訓練を実施する。［継

続］ 
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【ＫＤＤＩ株式会社中国総支社】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 中国地区の防災情報を広く入

手できるよう，「中国の防災に関

するポータルサイト/中国地方整

備局」の，社員向け HP へのリン

クの張り付け 

  

 

 
○ 地域のＢＣＰマニュアルの更

新・開示継続 

○ 継続中（大雨・台風の際

に利用） 

 

 

 

 

 

 

○ 継続中（都度更新の上利

用） 

○ 中国地区の防災情報を広く入手

できるよう，「中国の防災に関する

ポータルサイト/中国地方整備局」

の，社員向け HPへのリンクの張り

付け［継続］ 

 

 

○ 地域のＢＣＰマニュアルの更

新・開示継続［継続］ 

察知する 

○ 全社規模で，毎月初日の安否確

認メールにより，非常時における

社員との連絡体制に漏れがない

か確認を実施 

 

 

○ 地域主導で、社員状況を確認す

る安否確認訓練実施（上半期 1

回、下半期 1回） 

 

 

○ 「中国の防災に関するポータル

サイト/中国地方整備局」からの，

各自治体ＨＰの情報を収集 

○ 継続中（毎月 1日実施） 

 

 

 

 

 

○ 継続中（2/18実施） 

 

 

 

 

○ 継続中（大雨・台風の際

に利用） 

○ 全社規模で，毎月初日の安否確認

メールにより，非常時における社員

との連絡体制に漏れがないか確認

を実施［継続］ 

 

 

○ 地域主導で、社員状況を確認する

安否確認訓練実施（上半期 1 回、下

半期 1回）［継続］ 

 

 

○ 「中国の防災に関するポータルサ

イト/中国地方整備局」からの，各

自治体ＨＰの情報を収集［継続］ 

行動する 

○ 発災時、勤務者等の安否確認や

通信サービス継続，被災地支援等

を規定に基づき実施 

 

 

○ 自治体の総合防災訓練に参加

当社の防災への取組や被災地で

の通信環境を整備するための機

器や避難所支援装備の展示によ

り，一般市民への防災意識向上に

努める。 

 

 

○ シルバー層向けのスマホ教室

での災害対策サービス紹介を実

施。 

○ 継続中 

 

 

 

 

○ 継続中 

  

 

 

 

 

 

 

○ 継続中 

（7/17・31佐方市民センタ

ー実施、下期実施なし） 

○ 発災時、勤務者等の安否確認や通

信サービス継続，被災地支援等を規

定に基づき実施［継続］ 

 

 

○ 自治体の総合防災訓練に参加 

当社の防災への取組や被災地での

通信環境を整備するための機器や

避難所支援装備の展示により，一般

市民への防災意識向上に努める。

［継続］ 

 

 

○ シルバー層向けのスマホ教室で

の災害対策サービス紹介を実施。

［継続］ 

学  ぶ 

○ 「災害用伝言板体験サービス」

を毎月 1 日と 15日に提供し，お

客様に体験いただく。 

 

 

○ 社員はＥラーニングにより災

害対策マップの活用方法を学習 

○ 継続中 

 

 

 

 

○ 継続中 

 ２月：避難所対応訓練実施

（７回開催、２７名参加） 

○ 「災害用伝言板体験サービス」を

毎月 1日と 15日に提供し，お客様

に体験いただく。［継続］ 

 

 

○ 社員はＥラーニングにより災害

対策マップの活用方法を学習［継

続］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

備える 

 

○ 災害担当には、全国の地震発生

情報が自動的に発信され、発災後

の行動に備えている。 

 

○ 各県の総合防災訓練に参加 

 

 

○ 陸上自衛隊、海上保安庁等の関

係機関と連携し、実践を意識した

訓練を継続して実施 

 

○ 引き続き、災害発生時の通信環

境を維持するために装備の充実

に努め、災害対策備蓄品の点検及

び入れ替えや被災地支援機器の

点検、動作確認を実施。 

 

○ ビル管理会社と連携した避難

訓練を実施 

 

 

○ 災害掲示板（社内用）を充実さ

せ，各本部の災害対応などの情報

一元化を実施 

 

 

○ 災害マップ（社内用）を構築。

被災地の地図上に，社員が入手し

た現地情報を入力することで，よ

りリアルな独自のハザードマッ

プ作成を可能なものとした。 
・各地で災害発生により運用実施 

 

○ 継続中 

 

 

 

○ 継続中 

 

 

○ 継続中（12/14 陸上自衛

隊第十三旅団 共同訓練参

加(総通局・通信４社参加)） 

 

○ 継続中 各種通信機器の

バッテリー確認を実施 

 

 

 

 

○ 継続中 

 

 

 

○ 継続中 災害掲示板（社

内用）の運用方法の変更を検

討 

 

 

○ 継続中 

○ 災害担当には、全国の地震発生情

報が自動的に発信され、発災後の行動

に備えている。［継続］ 

 

○ 各県の総合防災訓練に参加［継

続］ 

 

○ 陸上自衛隊、海上保安庁等の関係

機関と連携し、実践を意識した訓練

を継続して実施［継続］ 

 

○ 引き続き、災害発生時の通信環境

を維持するために装備の充実に努

め、災害対策備蓄品の点検及び入れ

替えや被災地支援機器の点検、動作

確認を実施。［継続］ 

 

○ ビル管理会社と連携した避難訓

練を実施［継続］ 

 

○ 災害掲示板（社内用）を充実させ，

各本部の災害対応などの情報一元

化を実施［継続］ 

 

 

○ 災害マップ（社内用）を構築。被

災地の地図上に，社員が入手した現

地情報を入力することで，よりリア

ルな独自のハザードマップ作成を

可能なものとした。［継続］ 

・各地で災害発生により運用実施

［継続］ 
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【ソフトバンク株式会社】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達） 

 

○ 各拠点の火災発生時フロー，

急病人発生時フロー，避難経路

図，備蓄品情報を集約掲載した，

社内専用ポータルサイト（通

称：全国防火・防災ポータルサ

イト）の運営継続 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミッ

ク等の有事に備えた情報共有ポ

ータルサイトの運営継続 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達） 

 

○ 各拠点の火災発生時フロー，

急病人発生時フロー，避難経路

図，備蓄品情報を集約掲載した，

社内専用ポータルサイト（通

称：全国防火・防災ポータルサ

イト）の運営継続 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミッ

ク等の有事に備えた情報共有ポ

ータルサイトの運営継続 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達）［継続］ 

 

○ 各拠点の火災発生時フロー，

急病人発生時フロー，避難経路

図，備蓄品情報を集約掲載した，

社内専用ポータルサイト（通

称：全国防火・防災ポータルサ

イト）の運営継続［継続］ 

 

○ 大規模災害，テロ,パンデミッ

ク等の有事に備えた情報共有ポ 

ータルサイトの運営継続［継続］ 

察知する 

○ 携帯電話販売店に「防災情報

メール」説明用チラシを配置し，

携帯電話の更新・新規購入者へ

の登録を促進 

 

○ 携帯電話販売店等に配置して

いる「モバイル総合カタログ」

の中に，災害伝言板／音声お届

けサービス，緊急速報メールの

説明を掲載し，携帯電話の新規

購入者・更新者への登録を促進 

 

 

○ 自社ホームページに災害伝言

板／音声お届けサービス，緊急

速報メールの機能説明等の掲

載・周知 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進 

○ 携帯電話販売店に「防災情報

メール」説明用チラシを配置し，

携帯電話の更新・新規購入者へ

の登録を促進 

 

○ 携帯電話販売店等に配置して

いる「モバイル総合カタログ」

の中に，災害伝言板／音声お届

けサービス，緊急速報メールの

説明を掲載し，携帯電話の新規

購入者・更新者への登録を促進 

 

 

○ 自社ホームページに災害伝言

板／音声お届けサービス，緊急

速報メールの機能説明等の掲

載・周知 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進 

○ 携帯電話販売店に「防災情報

メール」説明用チラシを配置し，

携帯電話の更新・新規購入者へ

の登録を促進［継続］ 

 

○ 携帯電話販売店等に配置して

いる「モバイル総合カタログ」

の中に，災害伝言板／音声お届

けサービス，緊急速報メールの

説明を掲載し，携帯電話の新規

購入者・更新者への登録を促進

［継続］ 

 

○ 自社ホームページに災害伝言

板／音声お届けサービス，緊急

速報メールの機能説明等の掲

載・周知［継続］ 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進［継続］ 

行動する 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達） 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進 

 

 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達） 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進 

○ 「災害時初動マニュアル（自

社作成）」の内容確認，および

社員が保持する業務用携帯電話

への保存，事前確認の推進（全

社通達）［継続］ 

 

○ 社内専用ポータルサイト（全

国防火・防災ポータルサイト）

に防災関連アプリを紹介して，

登録を促進［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

学ぶ 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験 

 

 

○ 自社で作成した「災害時初動

マニュアル」の内容について，

全社員に対し e ラーニングの受

講を促進（全社通達） 

 

○ ホームページ等において，災

害用伝言板サービスなどの連絡

手段を周知 

 

○ 全国の自治体主催防災訓練に

おいて，緊急速報メールの配信，

災害用伝言板サービス，災害用

音声お届けサービスの利用方法

を周知 

 

○ ホームページ等において，緊

急速報メールが，どのような時

（地震，避難勧告等）に発信さ

れ，発信される情報内容（どの

ような行動をとればよいのかな

ど）や，どのように届くか（情

報の種類による着信音の違い

等）などを周知 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験 

 

 

○ 自社で作成した「災害時初動

マニュアル」の内容について，

全社員に対し e ラーニングの受

講を促進（全社通達） 

 

○ ホームページ等において，災

害用伝言板サービスなどの連絡

手段を周知 

 

○ 全国の自治体主催防災訓練に

おいて，緊急速報メールの配信，

災害用伝言板サービス，災害用

音声お届けサービスの利用方法

を周知 

 

○ ホームページ等において，緊

急速報メールが，どのような時

（地震，避難勧告等）に発信さ

れ，発信される情報内容（どの

ような行動をとればよいのかな

ど）や，どのように届くか（情

報の種類による着信音の違い

等）などを周知 

○ 「安否確認訓練」を実施し，

安否登録方法を全社員が体験

［継続］ 

 

○ 自社で作成した「災害時初動

マニュアル」の内容について，

全社員に対し e ラーニングの受

講を促進（全社通達）［継続］ 

 

○ ホームページ等において，災

害用伝言板サービスなどの連絡

手段を周知［継続］ 

 

○ 全国の自治体主催防災訓練に

おいて，緊急速報メールの配信，

災害用伝言板サービス，災害用

音声お届けサービスの利用方法

を周知［継続］ 

 

○ ホームページ等において，緊

急速報メールが，どのような時

（地震，避難勧告等）に発信さ

れ，発信される情報内容（どの

ような行動をとればよいのかな

ど）や，どのように届くか（情

報の種類による着信音の違い

等）などを周知［継続］ 

備える 

○ 施設内の設備の転倒防止対策

や避難経路の確保 

○ 各事業者の防火・防災体制の

把握 

○ 施設内の設備の転倒防止対策

や避難経路の確保 

○ 各事業者の防火・防災体制の

把握 

○ 施設内の設備の転倒防止対策

や避難経路の確保［継続］ 

○ 各事業者の防火・防災体制の

把握［継続］ 
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【広島県バス協会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ バスの車内に災害危険箇所、避

難場所、避難経路等の確認を促す

啓発を実施 

 

○ バスの車内に防災に関する啓

発ポスター等を掲示（ポスター等

の提供があれば） 

 

 

 

 

○ バスの車内に広島県「みん

なで減災」県民総ぐるみ運動

行動計画（第２期）に関する

啓発ポスターを掲示 

○ 引き続き、バスの車内に災害危

険箇所、避難場所、避難経路等の

確認を促す啓発を実施［継続］ 

 

○ バスの車内に防災に関する啓

発ポスター等を掲示（ポスター等

の提供があれば）［継続］ 

察知する 

○ 防災情報メール、広島県防災

Webなどで情報収集し、バス路線

沿線の危険性を察知できるよう、

会員に対して、防災情報メールの

登録を呼びかける。 

○ 防災情報メール、広島県防

災 Webなどで情報収集し、バ

ス路線沿線の危険性を察知

できるよう、会員に対して、

防災情報メールの登録を呼

びかけた。 

○ 引き続き、防災情報メール、広

島県防災 Webなどで情報収集し、

バス路線沿線の危険性を察知で

きるよう会員に対して、防災情報

メールの登録を呼びかける。［継

続］ 

行動する 

○ 広島県防災 Webなどの情報を

会員に対し周知 

○ 広島県防災 Webなどの情報

を会員に対し周知した。 

○ 引き続き、広島県防災 Webなど

の情報を会員に対し周知する。

［継続］ 

学  ぶ 

○ 「ひろしまバスまつり」におい

て、広島県へブース提供

（2020.9.13 予定） 

 

○ 他機関に依頼し、防災教室を実

施する。 

 

 

○ ひろしまバスまつりはコ

ロナの感染拡大を考慮し中

止した。 

 

○ ＢＣＰ策定講座を実施し

た。 

 

○ 「ひろしまバスまつり」におい

て、広島県へブース提供（実施日

未定）［継続］ 

 

○ 他機関に依頼し、防災教室を実

施する。［継続］ 

（備考） 

防災教室などＷＥＢでの実施も

お願いしたい。 

備える 

○ 貸切バス事業者に対しても、広

島県防災 Web などで運行経路に

ある避難場所を事前に確認する

よう促す。 

 

○ 県からの依頼による、防災フェ

アの周知 

○ 貸切バス事業者に対して

も、広島県防災 Web などで運

行経路にある避難場所を事

前に確認するよう促した。 

 

 

 

○ 会員に対し、ひろしまマ

イ・タイムラインの周知をし

た。 

○ 会員に対し「広島県『みんなで

減災』一斉地震防災訓練」など事

務局が実施するイベント・講座な

どへの参加を促す。［新規］ 

 

 

 

○ 会員に対し、ひろしまマイ・タ

イムラインの作成を促す。［新規］ 

 

○ 会員に対し、ＢＣＰの策定を促

す。［新規］ 

 
【広島県医師会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ ハザードマップやポスター

等の医療機関の待合室等への

指示について，広島県や市郡

地区医師会と連携し，掲示が

促進されるよう方策の検討や

取組の実施 

○ 各医療機関において、可能な範囲でハザード

マップやポスター等の掲示をお願いしている。 

○ ハザードマップやポスター

等の医療機関の待合室等への

掲示について、広島県や市郡地

区医師会と連携し、掲示が促進

されるよう方策の検討や取組

の実施[継続] 

察知する 

○ 「広島県医師会速報」によ

る，会員へ向けた防災意識・

手順・サービス等の定期的な

啓発 

○ 必要に応じて、「広島県医師会速報」内で定

期的に防災意識・手順・サービス等の啓発を行

っている。 

○ 「広島県医師会速報」による、

会員へ向けた防災意識・手順・

サービス等の定期的な啓発[継

続] 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

行動する 

○ 各種研修会や訓練などの実

施を通じて，関係機関との連

携を強化し，さまざまな医療

面での対応方策を共有する。 

○ 危機管理フォーラム 2020：8/22/参加 

 

○ 防災推進国民大会2020：/10/3パネリスト参加 

 

○ 各種研修会や訓練などの実

施を通じて、関係機関との連携

を強化し、さまざまな医療面で

の対応方策を共有する[継続] 

学ぶ 

 ○ 防災訓練（災害時情報通信訓練）南海トラフ

大震災想定訓練：2/10参加 

○ 日本医師会 JMAT研修参加 

○ NBCR対策推進機構主催各種講習会参加 

 

備える 

 ○ 太田川水防災タイムライン検討会に参画 

○ 小瀬川水防災タイムライン検討会に参画 

○ 太田川水防災タイムライ

ン・小瀬川水防災タイムライン

のハザード別の各ステージに

おける災害対応を迅速に進め

るため情報を共有する［新規］ 

 
 
【広島県歯科医師会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 「会員のための災害時ハンドブッ

ク」を利用して,研修や会議等の際に,

“広島県防災 Web”により災害時への

準備や対応について啓発を図る。 

 

○ コロナ禍により限られた回

数となったが、研修や会議等で

「会員のためのハンドブック」

を利用して啓発活動を行った。 

○ 「会員のための災害時ハンドブック」

を利用して,研修や会議等の際に,“広

島県防災 Web”により災害時への準備や

対応について啓発を図る。[継続] 

 

察知する 

 

 

○ 日頃からの注意喚起の発信はもち

ろん,実際に災害が起こった際,会員

の安否確認をスマホやパソコンから

も簡単に回答ができるよう「グーグル 

フォーム」を現在メーリングシステム

に代わるものとして検討していく。 

 

○ インフラに問題がないこと

を確認した上で、セキュリティ

対策のため「Googleフォーム」

から「formzu」に変更し、安否

確認等を行うこととした。 

○ 日頃からの注意喚起の発信はもちろ

ん,実際に災害が起こった際,会員の安

否確認をスマホやパソコンからも簡単

に回答ができるよう「グーグル フォ

ーム」を現在メーリングシステムに代

わるものとして検討していく。[継続] 

行動する 

○ 令和元年度に構築した郡市地区歯

科医師会との連絡網について,独自の

災害対応訓練などにより実効性を高

めていく。 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保健医療

体制研修会」の内容について,発災時

に具体的に利活用していけるよう,会

員の研修を計画的に実施していく。 

○郡市地区歯科医師会との連携

については、コロナの影響で具

体的な実績なし。 

 

 

○1月30日（土）に開催された「令

和2年度災害歯科保健医療体制

研修会(オンライン開催)」に参

加した。 

○ 令和元年度に構築した郡市地区歯科

医師会との連絡網について,独自の災

害対応訓練などにより実効性を高めて

いく。[継続] 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保健医療

体制研修会」の内容について,発災時に

具体的に利活用していけるよう,会員

の研修を計画的に実施していく。[継

続] 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保健医療

体制研修会」で学んだことを,会員は

もとより,歯科衛生士・歯科技工士に

も伝達していくことを検討中。 

○「行動する」「学ぶ」記載の会

員・他団体への伝達講習会はコ

ロナ禍により延期し、令和3年

度の事業で開催することにな

った。 

 

○ 日本歯科医師会「災害歯科保健医療

体制研修会」で学んだことを,会員はも

とより,歯科衛生士・歯科技工士にも伝

達していくことを検討中。[継続] 

備える 

○ 備蓄の消費期限等考慮し、継続的に

見直しをしていく。 

 

 

○ 安否確認システムの構築。 

※「察知する」取り組み内容。 

 

○ 協定を交わした中国・四国地区 8

県（広島県を除く）との災害対応訓練

の実施を検討していく。 

○ コロナ対策関連のマスク等

と合わせて備蓄状況の随時把

握を行った。 

 

○ 安否確認システムは上記「察

知する」のとおり。 

 

○ コロナ禍もあり、中国・四国

地区8県の県歯会災害訓練は実

施できず。 

○ 備蓄の消費期限等考慮し、継続的に

見直しをしていく。[継続] 

 

○ 安否確認システムの構築。※「察知

する」取り組み内容。[継続] 

 

 

○ 協定を交わした中国・四国地区 8県

（広島県を除く）との災害対応訓練の

実施を検討していく。[継続] 
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【日本放送協会広島放送局】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 節目をとらえて西日本豪雨災害

の教訓をくみとる報道を続ける。 

 

○ 新たな豪雨，台風，地震などの

災害には臨時特設のニュースで身

を守ってもらうための情報提供に

取り組む。 

 

○ 訪日外国人の増加を踏まえ，L

字放送などで外国人向け放送への

誘導を実施する。 

いずれも実施。 

 

○ 節目をとらえて西日本豪雨災害

の教訓をくみとる報道を続ける。

[継続] 

 

○ 新たな豪雨，台風，地震などの災

害には臨時特設のニュースで身を

守ってもらうための情報提供に取

り組む。[継続] 

 

○ 訪日外国人の増加を踏まえ，L字

放送などで外国人向け放送への誘

導を実施する。[継続] 

察知する 

○ スマートフォン向けの『ＮＨＫ

ニュース防災アプリ』の普及に努

め，視聴者，県民のみなさんの災

害察知力に貢献する。 

 

○ 避難を呼びかける「避難特設ニ

ュース」※をさらに進化させる取

組。 

※ 行政機関の HP を活用した記

者解説やデータ放送、インターネ

ット，アプリなどを通じて視聴者

にご自分で周囲の様子を調べても

らう試み。 

 

○ Ｌアラート由来の避難情報を、

対象自治体世帯のテレビに自動表

示するシステムの導入 

いずれも実施。 ○ スマートフォン向けの『ＮＨＫニ

ュース防災アプリ』の普及に努め，

視聴者，県民のみなさんの災害察知

力に貢献する。[継続] 

 

○ 避難を呼びかける「避難特設ニュ

ース」※をさらに進化させる取組。

[継続] 

※ 行政機関の HP を活用した記者

解説やデータ放送、インターネッ

ト，アプリなどを通じて視聴者にご

自分で周囲の様子を調べてもらう

試み。 

 

○ Ｌアラート由来の避難情報を、対

象自治体世帯のテレビに自動表示

するシステムの導入。 [継続] 

学ぶ 

・ 

備える 

○ 西日本豪雨災害報道の教訓を共

有する取り組みを実施。 

 

○ ライフライン放送や L字放送の

訓練を実施。 

 

○ 定期的に地震に備えた訓練を行

う。 

 

○ 職員やスタッフの即応力をより

高めるためスマホを活用した中継

を定時ニュースでコーナーに。 

 

○ 広島放送局のホームページに

「くらしと安全」を常時開設，防

災・減災に役立つ知識や情報を提

供。 

 

○ 中国地方整備局太田川河川事務

所の水防訓練において放送対応の

確認  

 

○ 前年度実施の「水害シミュレー

ション」の結果を元に、水害罹災

時の放送継続に向けたフローを整

理し、必要に応じて対策を講じる。 

いずれも実施。 ○ 西日本豪雨災害報道の教訓を共

有する取り組みを実施。 

 

○ ライフライン放送や L字放送の

訓練を実施。[継続] 

 

○ 定期的に地震に備えた訓練を行

う。[継続] 

 

 

 

 

 

○ 広島放送局のホームページに「く

らしと安全」を常時開設，防災・減

災に役立つ知識や情報を提供。[継

続] 

 

○ 中国地方整備局太田川河川事務

所の水防訓練において放送対応の

確認 [継続] 

 

○ 前年度実施の「水害シミュレーシ

ョン」の結果を元に、水害罹災時の

放送継続に向けたフローを整理し、

必要に応じて対策を講じる。[継続] 
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【株式会社中国放送】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

 

察知する 

 

行動する 

 

学  ぶ 

 

備える 

○ 災害報道・防災情報

に力を入れ、スタッフ

研修・番組制作などに

継続して取り組む。 

 

報道機関として、行政の

災害対応、防災施策に問

題はないかも含めて、し

っかりと取材・報道する。 

○ 西日本豪雨等に関連した継続的な防災報

道に加え、大雨時など特別枠を設け、情報発

信を行った。 

・７月６～８日、豪雨特枠×11回、および L

字情報など。砂防ダム(西区)で土石流確認を

Twitter などでも速報。九州豪雨に取材班を

送り、広島でもリポートを放送。 

 

・７月 1４・１５日、江の川氾濫（島根）、東

広島市で家屋倒壊など速報。避難情報巡る検

証報道も。 

 

・９月６・７日、台風１０号接近に伴い、特

枠等×６回と３０分特番。 

 

・１月７・８日・１２日、２月１８日、寒波

に伴い、特枠（一部、Ｌ字情報）。 

 

・防災・減災企画等の制作・放送。新型コロ

ナと避難所、６・２９土砂災害、西日本豪雨、

８・２０土砂災害、三次４７水害、枕崎台風

と宮島の重要文化財砂防施設、各種防災施設

の整備状況など。 

 

○ 気象予報士の拡充⇒独自気象予報の認可

により気象情報全般の発信力強化。局内にウ

ェザーセンターを設置・運用。 

 

○ ラジオとの連携。 

 

○ ＪＮＮ系列を挙げての災害対応策にかか

る継続的協議、 

 

・ 防災担当者間の日常的な意見交換、会議

の実施。各種研修等への参加。 

 

○ 自社での地震報道訓練等の実施。 

 

○ 関係機関と連携した防災催し・勉強会 

・気象予報士を中心に積極的に参加。 

○ 災害報道・防災情報に力

を入れ、スタッフ研修・番

組制作などに継続して取り

組む。[継続] 

 

報道機関として、行政の災

害対応、防災施策に問題は

ないかも含めて、しっかり

と取材・報道する。 
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【株式会社テレビ新広島】 
行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 県の防災の取組に関する情報

や，防災に関する様々な情報を，

日頃のニュースや「満点ママ」の

月１防災企画などで提供 

 

 

○ 行政機関や広大等研究機関が

取り組む，豪雨災害時の避難行動

の在り方の検証について，広く周

知できるよう対応（「満点ママ」

の月１防災企画などでしっかり

情報提供する。） 

 

 

○ 災害の危険度を５段階に分け

た危険度情報について番組内で

解説し，早めの避難行動を促す 

 

・自宅周辺の危険箇所のチェッ

ク方法 

 

・コロナの状況を考え、避難先

の選択肢を増やす（分散避難） 

 

・避難経路の考え方・避難先へ

行くまでの時間の確認 

 

・警戒レベル５段階の確認 

 

・災害時の連絡 

 

・注意報の見方 

○ 県の防災の取組に関する情報

や，防災に関する様々な情報を，

日頃のニュースや「満点ママ」の

月１防災企画などで提供[継続] 

 

 

○ 行政機関や広大等研究機関が

取り組む，豪雨災害時の避難行動

の在り方の検証について，広く周

知できるよう対応（「満点ママ」

の月１防災企画などでしっかり

情報提供する。）[継続] 

 

 

○ 災害の危険度を５段階に分け

た危険度情報について番組内で

解説し，早めの避難行動を促す

[継続] 

察知する 

○ 注意報・警報などの情報をテレ

ビの字幕で周知 

 

○ 災害情報等をテレビの字幕放

送（Ｌ字放送等）で周知 

 

○ 災害時には，本放送だけでな

く，データ放送やホームページ等

を活用し，きめ細やかな情報を迅

速に提供 

 

○ 正確な情報を早くわかりやす

く，テレビ，ホームページを通じ，

繰り返し伝達 

 

○ テレビ番組で県防災 Web によ

る土砂災害危険度情報の確認方

法などを啓発 

 

○ 大雨洪水警報や避難勧告など

が出た場合，自局ホームページな

どによる情報提供 

・いつ避難を開始するか（その

ために何をみてどう判断した

らいいか）その考え方について 

 

・県防災 Web や携帯の防災アプ

リの活用 

 

・警戒レベルの確認、気象情報

で今の状況を詳しく伝えるこ

とで、避難行動を呼びかける 

 

○ 注意報・警報などの情報をテレ

ビの字幕で周知[継続] 

 

○ 災害情報等をテレビの字幕放

送（Ｌ字放送等）で周知[継続] 

 

○ 災害時には，本放送だけでな

く，データ放送やホームページ等

を活用し，きめ細やかな情報を迅

速に提供[継続] 

 

○ 正確な情報を早くわかりやす

く，テレビ，ホームページを通じ，

繰り返し伝達[継続] 

 

○ テレビ番組で県防災 Webによる

土砂災害危険度情報の確認方法

などを啓発[継続] 

 

○ 大雨洪水警報や避難勧告など

が出た場合，自局ホームページな

どによる情報提供[継続] 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

行動する 

○ 日頃から，より防災・減災を意

識したテレビ番組内での情報露

出の強化 

 

 

 

○ 災害に備え具体的にどう行動

するのかを意識してもらうため

の啓発 

・避難のタイミング、分散避難

（ひろしまタイムラインや満

点ママオリジナル災害避難カ

ードなどを活用しよう） 

 

・非常用グッズを使ってみよう 

 

・減災のために私たちが普段で

きる取り組み 

 

 

○ 日頃から，より防災・減災を意

識したテレビ番組内での情報露

出の強化[継続] 

 

 

 

○ 災害に備え具体的にどう行動

するのかを意識してもらうため

の啓発[継続] 

学 ぶ 

○ 通常のニュースに加え，特集な

どで災害の原因に迫るとともに，

土砂災害警戒区域の指定や被災

者支援などを検証 

 

○ 報道を通じ，県民に防災・減災

について考えてもらう素材を提

供 

 

○ 自局のホームページで，防災・

減災の知識や情報を提供 

・ひろしまタイムラインの作り

方 

 

・避難のタイミングを見るため

にどう気象情報を活用してい

けばいいか 

 

・台風について（台風の対策を

考える上で、まずは台風そのも

のを学ぶ） 

 

・防災ゲームで子供達にも楽し

く防災を 

○ 通常のニュースに加え，特集な

どで災害の原因に迫るとともに，

土砂災害警戒区域の指定や被災

者支援などを検証[継続] 

 

○ 報道を通じ，県民に防災・減災

について考えてもらう素材を提

供[継続] 

 

○ 自局のホームページで，防災・

減災の知識や情報を提供[継続] 

 

 

○ 気象台や中国地方整備局，各メ

ディアによる勉強会に参加し，避

難誘引に繋がる「伝え方」を検討

する[継続] 

備える 

○ 自局のホームページで，防災・

減災に関する情報を提供 

○ 災害発生の危険性が高まる梅

雨や台風シーズンは，テレビ番組

で注意喚起 

○ 過去の災害発生日に合わせ，番

組などで再度取り上げ注意喚起。 

  気象台や中国地方整備局，各メ

ディアによる勉強会を開催し，ど

う伝えることで危険度が高まっ

た際に避難誘引できるか検討し

ていきたい 

・梅雨入り前の備え（非常用袋

だけでなく、家の周りや家の中

の対策もしておこう） 

 

・非常用持ち出し袋の見直し

（感染予防のためのグッズは

何を揃えたらいいか） 

 

・非常食 

 

・大雪の備え 

○ 自局のホームページで，防災・

減災に関する情報を提供[継続] 

 

○ 災害発生の危険性が高まる梅

雨や台風シーズンは，テレビ番組

で注意喚起[継続] 

 

○ 過去の災害発生日に合わせ，番

組などで再度取り上げ注意喚起

[継続] 
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【広島テレビ放送株式会社】 
行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ ニュースにおいて，土砂災害の特

集を放送。 

 

○ 梅雨・台風シーズン及び大雪・寒

波について番組内の天気コーナーや

ニュース内で注意喚起 

 

○ 津波の日，減災 HPなどの紹介 

 

○ 「みんなで減災推進大使」の認知

度の向上に取り組む 

 

 

 

 

・左記の取り組みを実施した。 

 

○ ニュースにおいて，土砂災害の特集

を放送。[継続] 

 

○ 梅雨・台風シーズン及び大雪・寒波

について番組内の天気コーナーやニ

ュース内で注意喚起[継続] 

 

○ 津波の日，減災 HPなどの紹介 

 

○ 「みんなで減災推進大使」の認知度

の向上に取り組む[継続] 

 

○ 「みんなで防災プロジェクト」コー

ナーを週 1で展開。県民の防災意識を

高める。［新規］ 

察知する 

○ 大雨や大雪などで警報及び避難勧

告が出た場合，ニュースや L 字放送

で情報を伝達 

○ 警報等出た場合，「速報」で避難

情報を伝達 

 

○ ホームページやデータ放送にニュ

ースで放送した警報情報などを掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「広テレアプリ」により、プッシ

ュ通知で速報を伝えられるように

した。 

○ 大雨や大雪などで警報及び避難勧

告が出た場合，ニュースや L字放送で

情報を伝達[継続] 

○ 警報等出た場合，「速報」で避難情

報を伝達[継続] 

 

○ ホームページやデータ放送にニュ

ースで放送した警報情報などを掲載

[継続] 

 

○ 広テレアプリにより、スマホへのプ

ッシュ通知による避難情報などの提

供。[継続] 

行動する 

○ ニュースや速報，Ｌ字を使って気

象情報や避難情報を放送し早めの行

動を呼びかけ。 

○ 左記の取り組みを実施した。 ○ ニュースや速報，Ｌ字を使って気象

情報や避難情報を放送し早めの行動

を呼びかけ。[継続] 

学  ぶ 

○ 放送を通じて，防災についての意

識を高めてもらう。 

○ 塚原気象予報士の取材で、早

めの避難やコロナ禍の避難所の

注意などを天気予報以外のコー

ナーで伝えた。 

○ 放送を通じて，防災についての意識

を高めてもらう。[継続] 

備える 
○ 放送を通じて，防災についての意

識を高めてもらう。 

○ 左記の取り組みを実施した。 ○ 放送を通じて，防災についての意識

を高めてもらう。[継続] 

 
【株式会社広島ホームテレビ】 
行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ ニュース番組で広島県防災ＷＥ

Ｂの活用（土砂災害危険度情報の

チェックの仕方など）を啓発 
 

○ ニュース番組で，「防災」（豪雨

災害，南海トラフ地震への備えな

ど）をﾃｰﾏにした放送 

必要時は自社インターネット配

信と合わせて警戒を呼び掛けるこ

とができる態勢づくりを進める 

 

○ 大雨警戒時にＬ字放送を実施

し，注意や避難を呼びかけた。 

 

 

○ 夕方の「５ｕｐ！」を中心に、防災

をテーマにした特集や企画を複数回

放送した。 
 

○ ニュース番組内でＷＥＢ活用を啓

発 

 

 

 
 

 

○ ７月の豪雨や 9 月の台風 10 号など

警戒が必要なタイミングで随時Ｌ字

放送を実施し、警戒や避難を呼びかけ

た。 

○ ニュース番組で広島県防災ＷＥ

Ｂの活用（土砂災害危険度情報のチ

ェックの仕方など）を啓発[継続] 
 

○ ニュース番組で，「防災」（豪雨災

害，南海トラフ地震への備えなど）を

ﾃｰﾏにした放送必要時は自社インター

ネット配信と合わせて警戒を呼び掛

けることができる態勢づくりを進め

る[継続] 

 

○ 大雨警戒時にＬ字放送を実施し，

注意や避難を呼びかけた。[継続] 

 

 

H29.4から「みんなで減災推進大使」

に就任している気象予報士 塚原

美緒さんにより，総ぐるみ運動や，

防災ＨＰなどの紹介を行っている。 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 自社ホームページのトップペー

ジに，広島県防災ＷＥＢへのリン

クバナーを掲載 

 

 

○ 自社ホームページに「広島防災」

ページ開設 

（「広島防災」ＨＰについては，

引き続き防災情報を追加し充実

を図る。） 

 

○ 「広島防災」ＨＰについては，

引き続き防災情報を追加し充実を

図る。 

○ 自社ＨＰの「広島防災」ページにつ

いて、災害への備えや、防災関連の自

社記事を確認できるようにさらに充

実させた。ＨＰ上にＬ字の情報を流す

など新たな手法も導入した。 

○ 自社ホームページのトップペー

ジに，広島県防災ＷＥＢへのリンク

バナーを掲載[継続] 

 

 

○ 自社ホームページに「広島防災」

ページ開設 

（「広島防災」ＨＰについては，引き

続き防災情報を追加し充実を図

る。）[継続] 

 

○ 「広島防災」ＨＰについては，引

き続き防災情報を追加し充実を図

る。[継続] 

察知する 

○ 大雨洪水警報や避難勧告などが

出た場合，自社ホームページやＳ

ＮＳ（ツイッタ―，フェイスブッ

ク）の自社アカウントから情報を

発信 

 

○ 警報など随時ニュース速報で対

応 

 

○ 自社ホームページのトップペー

ジに，広島県防災ＷＥＢへのリンク

バナーを掲載 

○ 特に 7月に多かった土砂災害警戒

情報や警報、避難勧告などの発表時、

自社ホームページやＳＮＳ（ツイッタ

―，フェイスブック）の自社アカウン

トから情報を発信した。 

 

○ 土砂災害警戒情報や警報などが出

たときは、随時ニュース速報やＬ字放

送で対応した。 

 

○ 自社ホームページのトップページ

に，広島県防災ＷＥＢへのリンクバナ

ーを掲載している。 

 

○ 大雨洪水警報や避難勧告などが

出た場合，自社ホームページやＳＮ

Ｓ（ツイッタ―，フェイスブック）

の自社アカウントから情報を発信

[継続] 

 

○ 警報など随時ニュース速報で対

応[継続] 

 

○ 自社ホームページのトップペー

ジに，広島県防災ＷＥＢへのリンク

バナーを掲載[継続] 

行動する 

○ ニュース番組等で，広島県防災

Ｗebなどのチェックを促し，Ｌ字

放送などで早めの避難を呼びかけ

る 

○ ニュース番組等で，広島県防災Ｗeb

などのチェックを促すことを含めて、

Ｌ字放送などで早めの避難を呼びか

けた 

○ ニュース番組等で，広島県防災Ｗ

ebなどのチェックを促し，Ｌ字放送

などで早めの避難を呼びかける[継

続] 

学ぶ 

○ ニュース番組で，防災に関する

必要な知識や情報を紹介 

 

○ 防災関連の自社制作番組を小中

学校の授業で活用してもらう 

 

○ ニュース番組で，防災に関する必要

な知識や情報を紹介した。 

 

○ 豪雨災害２年の時期にあわせて、石

原良純氏を起用したローカル特別番

組「石原良純のみんなの防災教室」（60

分番組）を制作。コロナの状況の中で

の避難の在り方など、に防災について

考えてもらうきっかけを作った。 

 

○ 7月 6日のローカル特番はネット配

信し、見逃した方にも視聴できるよう

にしている。 

 

○ 12月には 2014年広島市土砂災害の

被災者を取材したドキュメント広島

「伝えたいこと」（30分番組）を制作

し放送した。 

 

○ 自社制作の防災関連ドキュメンタ

リー番組が出前講座や防災国体など

で活用された 

 

○ ニュース番組で，防災に関する必

要な知識や情報を紹介[継続] 

 

○ 防災関連の自社制作番組を小中

学校の授業で活用してもらう[継

続] 

 

備える 
○ 災害に備える特集・ニュースを

放送 

○ 台風接近といった必要時には災害

に備える特集・ニュースを放送した。 

○ 災害に備える特集・ニュースを放

送[継続] 
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【株式会社中国新聞社】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 社員を対象に「安全を考える集

い」を開催。さまざまな専門家に

話を聞き、まずは自らを、さらに

は家族を守る意識を確実に醸成

していく。それを還元していく。 

 

○ 令和 2年 9月 15日に新聞

社内で実施。広島大の教官

を講師に、同教官が開発し

た西日本豪雨を再現したＶ

Ｒソフトを活用し、適切な

非難行動について学んだ。

社員やスタッフ約 50 人が

参加。密を避けるため、ラ

イブ配信もした。関連会社

にはＤＶＤを配布した。 

 

○ 社員を対象に「安全を考える集

い」を開催。さまざまな専門家に話

を聞き、まずは自らを、さらには家

族を守る意識を確実に醸成してい

く。それを還元していく。[継続] 

 

 

察知する 

○ 平成 27 年の広島市との防災情

報の提供に関する協定締結以降，

実施している，防災行政無線の内

容を，ケーブルテレビ回線を通じ

て宅内に設置する専用の受信機

で確認できるサービスの継続実

施 

 

○ 「ちゅーピーメルマガ」を随時

改良を重ねながら、読者に対し、

より詳しい地震や大雨などの災

害情報、それに伴う交通、ライフ

ライン情報を発信し素早い避難

を促す。 

 

○ 継続中 ○ 平成 27 年の広島市との防災情報

の提供に関する協定締結以降，実施

している，防災行政無線の内容を，

ケーブルテレビ回線を通じて宅内

に設置する専用の受信機で確認で

きるサービスの継続実施[継続] 

 

○ 「ちゅーピーメルマガ」を随時改

良を重ねながら、読者に対し、より

詳しい地震や大雨などの災害情報、

それに伴う交通、ライフライン情報

を発信し素早い避難を促す。[継続] 

行動する 

○ 今回の西日本豪雨災害報道で

は、これまでの災害も踏まえ、「ど

う命や地域を守るのか」を最重点

に報道し、命を守る行動に結びつ

くよう、提言も含め、住民意識に

訴えていきたいと考えている。 

 

○ 随時、新聞紙面で報道。 ○ 今回の西日本豪雨災害報道では、

これまでの災害も踏まえ、「どう命

や地域を守るのか」を最重点に報道

し、命を守る行動に結びつくよう、

提言も含め、住民意識に訴えていき

たいと考えている[継続] 

学ぶ 

○ 防災上の問題点を紙面を通じ

てニュースや連載特集などで示

し、住民への啓発の一助につなげ

たいと考えている。災害時の心構

えや過去の教訓についても報道

し、安全安心について、さまざま

なテーマを掘り下げていきたい。 

 

○ 西日本豪雨から 2 年とな

った令和 2年 7 月 6日前後

の朝刊で、復興状況や課題

を探る連載や特集を展開

し、あらためて啓発を行っ

た。 

 

○ 防災上の問題点を紙面を通じて

ニュースや連載特集などで示し、住

民への啓発の一助につなげたいと

考えている。災害時の心構えや過去

の教訓についても報道し、安全安心

について、さまざまなテーマを掘り

下げていきたい。[継続] 

備える 

○ 社内の主要拠点において行っ

ている災害時に必要な備蓄につ

いて，定期的に状況を管理しなが

ら、随時積み増ししている。 

 

継続中 ○ 社内の主要拠点において行って

いる災害時に必要な備蓄について，

定期的に状況を管理しながら、随時

積み増ししている。[継続] 
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【広島エフエム放送株式会社】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知    

る 

○ 「みんなで減災」推進大使が各生

放送番組に出演して周知（1か月に 1

回程度出演） 

 

○ 「みんなで減災」推進大使として，

各種イベントへ出演。ステージイベ

ントやブースにおいて，「みんなで減

災」県民総ぐるみ運動を周知 

 

○ 県が開催する一斉地震防災訓練

（シェイクアウト）の周知，参加呼

びかけ 

○ 左記の取組を実施した。 

 

 

 

○ 今年度はイベントが行われ

ず、推進大使としてのイベント

に参加できなかった。 

 

 

 

○ 番組内で、一斉地震防災訓練

実施前後で周知を実施した。 

○ 「みんなで減災」推進大使が各生放

送番組に出演して周知（1か月に 1回

程度出演）[継続] 

 

○ 「みんなで減災」推進大使として，

各種イベントへ出演。ステージイベン

トやブースにおいて，「みんなで減災」

県民総ぐるみ運動を周知[継続] 

 

○ 県が開催する一斉地震防災訓練（シ

ェイクアウト）の周知，参加呼びかけ

[継続] 

察知する 

○ 大雨や台風接近時などには，気象

情報・避難情報を特に詳しく番組を

通じて周知 

 

 

 

 

 

 

○ 避難情報が発表された際には，コ

ンパクトに正しく伝える工夫を検討 

 

○ 番組内での「防災情報メール」登

録の呼びかけ 

○ 生放送で、日本気象協会の担

当者に臨時で電話をつなぎ、気

象情報を詳しく伝えたほか、土

曜日、日曜日の全国ネットのニ

ュース枠を、ローカルニュース

に差し替えたり、深夜帯には緊

急割込み放送を行ったりして、

自社でニュースを放送した。 

 

○ 避難情報は、警戒レベルと合

わせて市町名のみで放送した。 

 

○ 防災情報メールの呼びかけ

は、『みんなで減災』推進大使出

演時に行った。 

○ 大雨や台風接近時などには，気象情

報・避難情報を特に詳しく番組を通じ

て周知[継続] 

 

 

 

 

 

 

○ 避難情報が発表された際には，コン

パクトに正しく伝える工夫を検討[継

続] 

 

○ 番組内での「防災情報メール」登録

の呼びかけ[継続] 

行動する 

○ 県が開催する一斉防災訓練「シェ

イクアウト」に従業員が参加。その

後，机の下に身を守るスペースの確

保 

○ 今年度は、新型コロナウイル

ス感染防止対策もあり、一斉訓

練は実施できなかった。 

○ 県が開催する一斉防災訓練「シェイ

クアウト」に従業員が参加。その後，

机の下に身を守るスペースの確保[継

続] 

学  ぶ 

○ 有識者との情報交換を定期的に実

施 

 

○ 県内で行われている防災教室，防

災訓練の周知（「防災ワークショッ

プ」の実施） 

 

○ 「ひろしま防災ドリル」発行

に合わせて、担当者と行った。 

 

○ 防災ワークショップ等は実施

できなかった。 

 

 

○ 「ひろしま防災ドリル 2020」

として 7月に 7万部を県内で無

料配布した。 

○ 有識者との情報交換を定期的に実

施[継続] 

 

○ 県内で行われている防災教室，防災

訓練の周知（「防災ワークショップ」

の実施）[継続] 

 

○ HFM防災ハンドブック 2021の制作、

配布[継続] 

備える 

○ 大使の番組出演時に県の「備える

フェア」の周知 

 

○ 梅雨や台風シーズンは，番組を通

して，注意喚起 

 

○ 過去の災害発生日に合わせ，番組

等で再度取り上げ，注意喚起 

(7月 1週目や 9月初旬には特集企

画を実施予定) 

○ 「備えるフェア」の周知を行

った。 

 

○ 自社制作の生放送各番組で行

った。 

 

○ 7月 1週目や、3月 11日前後

には特集企画を実施。 

 

○ 大使の番組出演時に県の「備えるフ

ェア」の周知[継続] 

 

○ 梅雨や台風シーズンは，番組を通し

て，注意喚起[継続] 

 

○ 過去の災害発生日に合わせ，番組等

で再度取り上げ，注意喚起 

(7 月 1 週目や 9 月初旬には特集企

画を実施予定) [継続] 
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【広島地方気象台】 
行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 大雨及び洪水警報の危険度

分布を,避難判断の参考として

活用してもらうため,住民に対

する周知広報を行う。  

 

 

 

 

○ 大雨特別警報の位置づけ・役

割の周知徹底を行う。 

 

○ 気象庁ホームページで周知を

行った。また、新型コロナ感染

拡大防止の観点から対面形式の

研修等は中止とし、オンライン

形式で地域防災リーダーや防災

士向けに研修を行った。 

 

○ 大雨及び洪水警報の危険度分

布を,避難判断の参考として活

用してもらうため,住民に対す

る周知広報を行う。［継続］ 

 

 

 

 

○ 大雨特別警報の位置づけ・役

割の周知徹底を行う。［継続］ 

察知する 

○ 住民が防災気象情報を受け

る第一の手段はテレビ・ラジオ

と想定されることから,報道機

関との懇談会を実施し，気象台

が発表する防災気象情報につ

いて周知広報を行う。 

 

 

○ 避難行動の判断材料となる

防災気象情報の意味と，とるべ

き行動，及び情報の入手手段等

について，住民に対する周知広

報を行う。 

○ 報道機関等が参加する防災気

象連絡会で，防災気象情報の周

知広報を行った。 

 

 

 

 

 

○ FMはつかいちに電話出演し、

気象・地震等について解説した。

また、地域防災リーダーや防災

士対象の研修をオンライン形式

で実施した。 

○ 住民が防災気象情報を受ける

第一の手段はテレビ・ラジオと

想定されることから,報道機関

との懇談会を実施し，気象台が

発表する防災気象情報について

周知広報を行う。［継続］ 

 

 

○ 避難行動の判断材料となる防

災気象情報の意味と，とるべき

行動，及び情報の入手手段等に

ついて，住民に対する周知広報

を行う。［継続］ 

 

行動する 

○ 住民への情報が的確に行わ

れるよう, 気象台と県・市町

の緊密な情報交換を通じ、連携

強化を図る。 

 

 

 

 

 

○ 大規模地震を想定した訓練

を実施し,安全確保行動の確認

や職場の体制確認を行う。 

○ 大雨警報等が発表されるとき

は、県・市町に対してホットラ

インによる事前連絡を行った。

また，平時においても,県に対し

て朝夕に気象解説を行い,県か

ら市町へ情報を共有してもらう

など連携をとっている。 

 

 

○ 南海トラフ地震を想定して訓

練を実施し,職員の安否確認や

機器障害時等の対応確認を行っ

た。 

 

○ 住民への情報が的確に行われ

るよう, 気象台と県・市町の緊

密な情報交換を通じ、連携強化

を図る。［継続］ 

 

 

 

 

 

○ 大規模地震を想定した訓練を

実施し,安全確保行動の確認や

職場の体制確認を行う。［継続］ 

学  ぶ 

○ 企業・団体，防災関係機関が

開催する研修，訓練，講演会等

での，防災気象情報に関連する

研修，後援等の依頼には可能な

限り対応し，職員を派遣の上，

防災気象情報の普及啓発を図

る。 

 

 

 

○ 国交省（芦田川減災対策協議

会）が推進する取組の一つであ

る,防災教育として防災啓発ビ

デオ「急な大雨・雷・竜巻から

身を守ろう！」による授業を福

山市の光小学校で行った。 

  また, eラーニング「経験し

たことのない大雨、その時どう

する？」を気象庁ホームページ

で公開し,利活用を促した。 

○ 企業・団体，防災関係機関が

開催する研修，訓練，講演会等

での，防災気象情報に関連する

研修，後援等の依頼には可能な

限り対応し，職員を派遣の上，

防災気象情報の普及啓発を図

る。［継続］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 地方公共団体防災担当者向

けの気象防災ワークショップ

を関係機関と連携して実施す

る。 

 

 

○ 気象庁ワークショップ「経験

したことのない大雨 その時

どうする？」について，関係機

関と連携して実施する。 

 

○ 気象防災ワークショップ,気

象庁ワークショップは新型コロ

ナ感染拡大防止の観点から開催

できなかったが、オンライン形

式で市町の防災担当者向けに勉

強会を実施した。 

○ 地方公共団体防災担当者向け

の気象防災ワークショップを関

係機関と連携して実施する。［継

続］ 

 

 

○ 気象庁ワークショップ「経験

したことのない大雨 そのときど

うする？」について，関係機関と

連携して実施する。［継続］ 

備える 

○ 地域防災支援の取組の強化

を行う。 

 

 

 

 

 

○ JETT（気象庁防災対応支援チ

ーム）の体制強化や市町等の関

係機関と共同での「振り返り」

実施等の取組を一層推進する。 

 

 

○ 地域の実情に応じたきめの

細かい気象解説ができるよう

に「あなたの町の予報官」の取

り組みを実施する。 

○ 台風や大雨事例について，

県・市町の防災担当者と振り返

りを行い,気象状況に応じて段

階的に発表する防災気象情報か

ら気象台が持つ危機感がわかる

こと等の説明を行った。 

 

○ JETT（気象庁防災対応支援チ

ーム）の体制強化の取組として,

台風接近時には県庁へ職員を派

遣し,防災気象情報の解説等を

行い，県・市町の防災活動を支

援した。 

 

○ 「あなたの町の予報官」の取

組について市町への説明を行っ

た。 

○ 地域防災支援の取組の強化を

行う。［継続］ 

 

 

 

 

○ JETT（気象庁防災対応支援チ

ーム）の体制強化や市町等の関

係機関と共同での「振り返り」

実施等の取組を一層推進する。

［継続］ 

 

 

○ 地域の実情に応じたきめの細

かい気象解説ができるように

「あなたの町の予報官」の取り

組みを実施する。［継続］ 
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【中国地方整備局】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 防災教室,防災訓練,防災イベント

等（広島市を中心に展開予定） 

 ・太田川総合水防演習を R2.5.30 に

広島市安佐南区川内地先で開催予

定。 

 

 ・土砂災害防止県民の集い(尾道

市)R2.6.1に参加予定 

 

・ぼうさいこくたい２０２０＠

HIROSHIMAに参加予定 

 

 

 

○ ｢中国地方の防災に関する連絡会｣

における防災関連ポータルサイトの

提供(関係 52機関と情報共有)  

・新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、太田川総合水防演習、土

砂災害防止県民の集いを含め、防災

イベント等の開催や参加は見送っ

た。 

 

 

 

 

・10月 3日にオンライン開催された

「ぼうさいこくたい２０２０＠

HIROSHIMA」のセッションやプレゼン

に参加した。 

 

・防災関連ポータルサイトは常時提

供中。 

 

○ 道路施設等に海抜情報を表示し、

避難時の目安となる情報を提供す

る。[継続] 

 

 

察知する 

○ 中国地方整備局 WEBサイト等にお

いて，以下の防災情報を提供 

【全般】 防災体制情報,TEC－FORCE

活動状況  

【河川】 川の防災情報（洪水予報,水

防警報,ダム放流通知）,浸水想定区

域図,水文水質データベース,NHKデ

ータ放送での配信 

・水害リスクラインによる一般への

水位情報提供 

 

 

・切迫感やリアリティーのある河川

状況を伝えるため，簡易型河川監視

用カメラや YouTubeを活用した河川

監視カメラの映像配信。 

 

 

 

・平成 30年 7月豪雨で土砂災害によ

り甚大な被災を受けた 9地区におい

て早期避難などに役立てていただく

ための渓流監視カメラ画像の一般公

開 

 

・情報発信の強化のため、ツイッタ

ーの SNS公式アカウントを通じた災

害情報の提供（試行）。 

 

 

 

 

【道路】 道路情報提供(交通規制，道

路気象情報)，事前通行規制区間情

報，冬季道路情報(道路ライブ画像，

通行止め予定区間) 

【港湾】 ナウファス(全国港湾海洋波

浪情報網) 

・台風 10号に関する広島地方気象台

と地方整備局による合同説明会を

9/4に開催し、災害のおそれについ

て呼びかけを実施。また、会見の内

容を YouTubeで LIVE配信し情報提供

を実施。 

 

・TEC-FORCEの活動状況について、7

月の九州地方（福岡県、熊本県）の

活動状況を HPに掲載し、情報提供を

実施。 

 

・広島県内の一級水系直轄区間（太

田川、小瀬川、江の川、芦田川）の

CCTVカメラの画像（各水系 3箇所）

を、YouTubeで LIVE配信を開始した。

中国地方整備局 HPでの専用視聴ペ

ージは 8月 31日から公開。 

 

・令和 2年 7月豪雨時に弥栄ダムに

おいて試行的にツイッターの SNS公

式アカウントを通じて、特別防災操

作等の災害情報の提供を実施。 

 

 

・その他の防災情報の提供について

は継続実施中。 

 

 

・継続実施中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中国地方整備局 WEBサイト等にお

いて，以下の防災情報を提供[継続] 

【全般】 防災体制情報,TEC－FORCE

活動状況  

【河川】 川の防災情報（洪水予報,

水防警報,ダム放流通知）,浸水想定

区域図,水文水質データベース,NHK

データ放送での配信 

・水害リスクラインによる一般への

水位情報提供 

 

・切迫感やリアリティーのある河川

状況を伝えるため，簡易型河川監視

用カメラや YouTube を活用した河

川監視カメラの映像配信。 

 

 

 

・平成 30年 7月豪雨で土砂災害に

より甚大な被災を受けた 9地区に

おいて 早期避難などに役立てて

いただくための渓流監視カメラ画

像の一般公開 

 

・情報発信の強化のため、ツイッター

等の SNS公式アカウントを通じた災害

情報の提供（試行）。 

 

・設置した危機管理型水位計により越

水危険箇所の水位情報を公開し住民

の主体的な避難を促進。 

 

【道路】 道路情報提供(交通規制，

道路気象情報)，事前通行規制区間

情報，冬季道路情報(道路ライブ画

像，通行止め予定区間) 

【港湾】 ナウファス(全国港湾海洋

波浪情報網) 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 携帯電話事業者が提供する緊急速

報メールサービスを活用した洪水情

報のプッシュ型配信を広島県内全域

で実施 

 

○ 危機管理型水位計による情報提供 

・設置した危機管理型水位計により越

水危険箇所の水位情報を公開し住民の

主体的な避難を促進 

 

○ 平成 30年 7月豪雨で土石流被害を

受けた地区において、設置したワイ

ヤーセンサーによる警戒 

・継続実施中。 

 

 

 

 

・継続実施中。 

○ 携帯電話事業者が提供する緊急

速報メールサービスを活用した洪

水情報のプッシュ型配信を広島県

内全域で実施[継続] 

 

 

 

 

 

 

○ 平成 30 年 7 月豪雨で土石流被害

を受けた地区において、設置したワ

イヤーセンサーによる警戒[継続] 

行動する 

○ ｢中国地方の防災に関する連絡会｣

における情報共有・伝達訓練 

 

 

 

 

○ 要配慮者利用施設について避難確

保計画作成のため、｢講習会の企画調

整及び運営マニュアル｣を提供し，避

難対応の推進を支援 

・令和 3年 2月 17日に開催した第 7

回連携訓練専門部会において、各機

関が行う災害対応と連携手順を確認

するための連携確認会議を実施し、

連携体制の強化を図った。 

 

・継続実施中であるが、新型コロナ

感染症拡大防止のため、講習会を延

期した。実施時期について検討中。 

 

学ぶ 

○ 防災教室,防災訓練,防災イベント

等（広島市を中心に展開予定） 

・太田川総合水防演習を R2.5.30 に広

島市安佐南区川内地先で 

開催予定。 

 

・土砂災害防止県民の集い (尾道

市)R2.6.1に参加予定 

 

・R2.10開催される「ぼうさいこくたい

２０２０＠HIROSHIMA」に参加予定 

 

 

 

○ 防災・河川環境教育の取組強 

 化 

 

・教育現場と連携・協力し，防災教育

の支援及び河川環境学習の 

支援を実施(整備局が持っている災害

時のリアルな写真や映像・データなど

を提供，気象台・地理院とも連携した

取組を実施) 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、太田川総合水防演習、土

砂災害防止県民の集いを含め、防災

イベント等の開催や参加は見送っ

た。 

 

 

 

 

・10月 3日にオンライン開催された

「ぼうさいこくたい２０２０＠

HIROSHIMA」のセッションやプレゼン

で参加した。 

 

・小学校（広島市立古市小学校（7/15）

ほか）を対象として、気象情報や河

川情報の入手方法、また河川の特徴

や過去の災害、洪水の起こる仕組み、

避難行動などについて防災教育を実

施。 

 

 

 

・マイ・タイムラインの普及 

流域の小中学校（広島市立深川小学

校（１０月２７日）において、マイ・

タイムライン出前講座を実施。マ

イ・タイムライン作成の過程でハザ

ードマップを見てもらい、自分自身

の災害に対する危険性を把握してい

ただいた。 

○ 防災教室,防災訓練,防災イベン

ト等（広島市を中心に展開予定） 

・太田川総合水防演習について，合同

による現地開催を取り止め，個別で実

施する分散開催とする。 

[継続] 

 

・水防技術講習会を R3.4.24に広島市

で開催予定。 

 

 

 

 

 

 

○ 防災教育の取組強化[継続] 

 

・教育現場と連携・協力し，防災教育

の支援を実施(整備局が持っている災

害時のリアルな写真や映像・データな

どを提供，気象台・地理院とも連携し

た取組を実施) 

 

 

○ マイ・タイムラインの普及[継続] 

・流域の小中学校、または自治会にお

いて、マイ・タイムライン出前講座を

実施。マイ・タイムライン作成の過程

でハザードマップを見てもらい、自分

自身の災害に対する危険性を把握し

てもらう。 
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【広島県市長会（広島市）】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 各種広報媒体により災害に

関する一般知識や備え等を広

報する。 

○ 広島市 HP、市政出前講座、

講演会・研修会等により、災害

に関する一般知識や平素から

の備えについて周知した。 

 

 

○ 各種広報媒体により災害に関す

る一般知識や備え等を広報する。

［継続］ 

察知する 

○ 避難情報の入手方法の周知 

 

○ 広島市防災情報メールの登

録促進 

 

○ 緊急速報メールの活用の周

知 

 

○ 防災受信機の利用促進  

 

○ 防災ライブカメラの設置補

助 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

 

 

○ 広島市 HP、SNS、市政出前講

座、講演会・研修会、デジタル

サイネージ及びポスター掲示

等により周知し、災害の危険性

を察知する手段を確保するた

めの支援を行った。 

○ 避難情報の入手方法の周知［継

続］ 

 

○ 広島市防災情報メールの登録促

進［継続］ 

 

○ 緊急速報メールの活用の周知［継

続］ 

 

○ 防災受信機の利用促進［継続］ 

 

○ 防災ライブカメラの設置補助［継

続］ 

 

○ 避難誘導アプリの周知［継続］ 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓

練に対する補助 

 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わ

がまち防災マップ」の作成支

援 

 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

 

○ 防災訓練の実施に係る補助

金を交付する制度を設け、自主

防災組織が効果的な訓練を実

施できるよう支援した。 

 

 

○ 地域の危険性を自ら確認し、

災害に備えることのできる「わ

がまち防災マップ」の作成を支

援した。 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知のた

め、公共施設やサービスエリア

等へリーフレット等を設置し、

市立小学校、中学校、高校の全

児童、全生徒へチラシを配布す

るとともに、バスセンターやシ

ャレオ、ＪＲ西日本、アストラ

ムラインの駅にポスターを掲

示した。 

 

○ 自主防災組織による防災訓練に

対する補助［継続］ 

 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わがまち

防災マップ」の作成支援［継続］ 

 

 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知［継続］ 

 

学  ぶ 

○ 自主防災組織による防災講

演会や研修会等の開催に対す

る支援 

 

○ 防災まちづくり事業により、

広島市内各地で実施される防

災講演会や研修会、体験学習に

対する支援を実施（講師謝礼

○ 自主防災組織による防災講演会

や研修会等の開催に対する支援［継

続］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

○ 講演会・研修会・市政出前

講座の開催 

 

○ 災害を追体験できる取組の

推進 

 

○ こどもを対象とした防災体

験学習の実施 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防

災」を活用し、地域防災リー

ダーが研修を実施する。 

金、資機材の購入費用、設備の

借り上げ費用等） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「たちまち防災」※を活用し

た研修を地域防災リーダーが

実施した。※たちまち防災配布

数～約 20,000部 

○ 講演会・研修会・市政出前講座の

開催［継続］ 

 

○ 災害を追体験できる取組の推進

［継続］ 

 

○ こどもを対象とした防災体験学

習の実施［継続］ 

 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防災」を

活用し、地域防災リーダーが研修を

実施する。［継続］ 

備える 

○ 防災リーダーの養成事業の

実施 

 

○ 企業や各種団体が開催する

防災イベントと連携し、日頃

からの備えを啓発 

○ 昨年度に引き続き、防災士養

成講座を実施した（養成数 101

名） 

※第一回講座実施日

（11/28.29） 

※第二回については、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止

の観点から延期（R3.5 月以降

開催予定） 

○ 防災リーダーの養成事業の実施

［継続］ 

 

○ 企業や各種団体が開催する防災

イベントと連携し、日頃からの備え

を啓発［継続］ 
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【広島県町村会（坂町）】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・高潮

ハザードマップ」、「土砂災害ハザー

ドマップ」を転入者等に配布し啓発

を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法を広

報誌や町ＨＰで周知 

 

○ 令和元年度作成の町内全域土砂災

害ハザードマップの配布・広報誌や

HPでの周知 

○ 実施した。 

 

○ 「地震防災マップ」・「津波・高潮ハ

ザードマップ」、「土砂災害ハザードマ

ップ」の広報誌や HPでの周知、転入者

等に配布し啓発を実施［継続］ 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法を広報

誌や町ＨＰで周知［継続］ 

 

○ VACAN のシステムを利用し、避難施

設の設備状況、災害時における混雑状

況等、情報提供の実施［新規］ 

察知する 

○ 防災行政無線により災害情報を周

知すると共に、町の自主避難先の開

設情報や高台等への駐車場確保に関

する情報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる、災害情

報や避難所等の開設情報の周知 

・消防団における登録者数増強（令和

元年度は副分団長以上の登録） 

 

○ エリアメールによる、災害情報の

周知 

（NTTドコモ、KDDI、ソフトバンク、

楽天モバイル） 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を開始し、

避難情報をより確実に伝達。 

難聴世帯に対しては個別アンテナの

設置。 

○ 実施した。 ○ 防災行政無線により災害情報を周知

すると共に、町の自主避難先の開設情

報や高台等への駐車場確保に関する情

報を周知［継続］ 

 

○ 町の登録制メールによる、災害情報

や避難所等の開設情報の周知［継続］ 

 

 

 

○ エリアメールによる、災害情報の周

知（NTTドコモ、KDDI、ソフトバンク、

楽天モバイル）［継続］ 

 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を実施し、避

難情報をより確実に伝達するほか、難

聴世帯に対しては個別アンテナの設置

［継続］ 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設する体制

を庁内で整備 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始を発

令する前であっても、災害の危険性

が考えられる場合、また夜間になる

前に自主避難所を開設 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域の災

害に対応可能な体制を整備。 

・消防団の主要な連絡手段である移

動系無線機についてデジタル更新・

配備数の増強を行う。 

○ 実施した。 

 

 

左記のほか、自主防災組織に対し

「避難の呼びかけ体制づくり」の

支援を行った。（令和 2年度は 3

組織） 

○ 避難施設をいち早く開設する体制を

庁内で整備［継続］ 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始を発令

する前であっても、災害の危険性が考

えられる場合、また夜間になる前に自

主避難所を開設［継続］ 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域の災害

に対応可能な体制を整備。［継続］ 

 

○ 自主防災組織に対し「避難の呼びか

け体制づくり」の支援を実施［継続］ 

 

○ 総合防災訓練を実施し、関係機関と

の連携協力体制を確立するとともに、

地域住民の防災意識の高揚を図る［新

規］ 

学  ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集 

○ 自主防災組織養成講座開催 

○ 自主防災組織養成講座につ

いては、同様の事業（広島県避

難の呼びかけ体制づくり支援

事業）を実施したため、未実施。 

 

その他は実施した。 

○ 防災リーダー養成講座開催［継続］ 

 

○ 自主防災組織養成講座開催［継続］ 

 

○ 地域の自主的な防災講座の支援［継

続］ 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集［継続］ 

 

○ 写真や映像を通じて災害や避難につ

いて学べる施設を整備し、災害の実態

を後世に伝えていく［新規］ 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

備える 

○ 避難情報発令時に「非常持出品の

携行」について防災行政無線等で周

知 

 

○ 公共施設において非常持出品の準

備を提唱。公共施設において非常持

出品の展示し啓発実施 

 

○ 町広報誌においても備蓄の呼びか

け 

○ 実施した。 ○ 避難情報発令時に「非常持出品の携

行」について防災行政無線等で周知［継

続］ 

 

○ 公共施設において非常持出品を展示

し、準備を提唱［継続］ 

 

 

○ 町広報誌等において、備蓄の呼びか

け［継続］ 

 
 
 
 
【広島県教育委員会】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ ハザードマップ等を活用し，災害

危険箇所，避難場所，避難経路を確

認。訓練実施後に避難場所・避難経

路等の見直しを実施するよう指導 

○ 一斉地震防災訓練実施後に，危

機管理マニュアル等を見直すよ

う指導した。 

 

○ 令和２年度学校安全指導者講

習会において，ハザードマップ等

の最新情報を提供した。 

○ ハザードマップ等を活用し，災害危

険箇所，避難場所，避難経路を確認。

訓練実施後に避難場所・避難経路等の

見直しを実施するよう指導[継続] 

 

行動する 

○ まち歩きや防災マップの作成に

よる災害危険箇所等の確認 

 

 

○ 一斉防災訓練への参加や避難行

動の確認 

 

○ 災害種別に対応した危機管理マ

ニュアルの作成・見直し 

○ 一斉地震防災訓練実施後に，危

機管理マニュアル等を見直すよ

う指導した。 

 

 

 

 

○ 災害種別の危機管理マニュア

ルが不備の学校を個別に指導し

た。 

○ まち歩きや防災マップの作成による

災害危険箇所等の確認[継続] 

 

 

○ 一斉防災訓練への参加や避難行動の

確認[継続] 

 

○ 災害種別に対応した危機管理マニュ

アルの作成・見直し[継続] 

学  ぶ 

○ 町内会，自主防災組織等，地域と

連携した防災訓練の実施 

 

○ まち歩きや防災マップの作成に

よる災害危険箇所等の確認 

 

○ 学校における防災教育の推進 

 ・ 防災教育を推進するための教職

員研修の実施 

 

 ・「ひろしまマイ・タイムライン」

の活用事例を紹介 

 

 ・「防災教育の手引」を活用した「防

災に関する授業」の推進 

 

 

○ ホットライン教育ひろしまで公

民館職員に，公民館等で防災等をテ

ーマにした学習講座を企画する際

に活用できる情報を提供。 

○ 梅雨期及び台風期に，地域の関

係機関と連携を図り，危機管理マ

ニュアルを整備し，防災態勢を強

化するよう指導した。 

 

 

○ 令和２年度学校安全指導者講

習会において，各校の学校安全計

画及び危機管理マニュアルの見

直しをし，防災教育の取組の充実

を図るよう指導をした。 

 

○ 広島県自然災害に関する防災

教育の手引[別冊]版に，「ひろし

まマイ・タイムライン」の学習指

導案を追加掲載した。 

 

○ 防災講座用のパンフレットや

映像，パネル等が活用できるよう

関係リンク先 HPを紹介した。 

○ 町内会，自主防災組織等，地域と連

携した防災訓練の実施[継続] 

 

 

 

 

○ 学校における防災教育の推進[継続] 

・ 防災教育を推進するための教職員

研修の実施 

 

 ・「ひろしまマイ・タイムライン」の活

用事例を紹介 

 

 ・「防災教育の手引」を活用した「防災

に関する授業」の推進 

 

 

○ ホットライン教育ひろしまで公民館

職員に，公民館等で防災等をテーマに

した学習講座を企画する際に活用でき

る情報を提供。[継続] 
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【広島県】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知  る 

○ 災害危険箇所，避難場所，避

難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加 

による「一斉防災教室」の実 

施 

 

・ 報道機関との連携によるテ

レビ・ラジオ等を通じた定期

的な広報の実施 

 

・ 防災教室，広報番組，イベ

ント等において，「広島県防災

Web」やﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ「みんなで減

災 はじめの一歩」などの利用

促進 

・ 県内の大規模イベント等に

おける，「みんなで減災」推進

大使による呼び掛け 

・ 県内の大規模企業への訪問

による従業員及びその家族に

よる実施働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ぼうさいこくたい 2020」へ

の参加（主催：内閣府） 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の利用による「知る」取組

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害を可視化するためのＶ

Ｒ教材の作成及びその教材を

活用した疑似体験の実施 

 

 

 

 

○ 災害危険箇所，避難場所，避

難経路の確認の促進 

・ 地域，企業，学校等の参加 

による「一斉防災教室」の実 

施（5/11～6/6） 

→ 参加者約 60 万 9千人 

・ 報道機関との連携によるテ

レビ・ラジオ等を通じて，「み

んなで減災」推進大使を活用

した広報を実施した。 

・ 防災教室，広報番組等にお

いて，「広島県防災 Web」やﾎﾟ

ｰﾀﾙｻｲﾄ「みんなで減災 はじめ

の一歩」などの利用を促進し

た。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の影響により大規模イベント

が中止となったため未実施 

・ 県内の大規模企業への訪問

による従業員及びその家族に

よる取組の働きかけ 

（マツダ㈱，広島銀行，東京海

上日動保険㈱など） 

・ 広島県商工会議所や中小企

業団体中央会及び県内の中小

企業への訪問による従業員及

びその家族による実施働きか

け〔商工労働局と連携〕 

 

○ 「ぼうさいこくたい 2020」開

催に伴う，広島市と連携した

「知る」取組の推進（10/3） 

 《サイトアクセス》 

  ユーザー数：57,758 名 

  ＰＶ数：357,454 回 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」を活用した防災・減災教育

の実施 

・ 「ひろしまマイ･タイムライ

ン」を制作し，全小学校に配

布（7 月上旬） 

・ 自主防災組織等へ配布し，

地域の防災教室等で活用 

・ Ｗｅｂ上にデジタル版のマ

イ・タイムライン作成サイト

を構築 

 

○ 広島大学防災・減災研究セン

ターの監修により，ＶＲ教材を

制作 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成率の向上に向け

て，継続して取り組むととも

に，新たに次の取組を実施 

・ 希望する小学校での出前講

座の実施 

・ 低学年向けの教材の配布 

 

 

 

 

 

○ 出前講座や防災教室等での

ＶＲ教材の活用や Youtube 配

信等による防災意識の機運醸

成 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

〇 中小事業者等に事業継続計

画(BCP)の策定支援の拡充 

・ ＢＣＰの策定 

回数を拡充し，県内中小事業

者等に対して，ＢＣＰの必要性

や事業継続のマネジメント体

制の整備を訴える「ＢＣＰ策

定・ＢＣＭ活動推進フォーラ

ム・セミナー」の開催，ＢＣＰ

を策定するための「ＢＣＰ策定

講座」の開催及び，ＢＣＰの効

果検証等を試みる「机上演習」

を実施。 

 

・ 映像媒体による周知活動 

フォーラム・セミナーへの参

加誘導としての映像の配信や，

ＢＣＭ活動の推進としての社

内教育・研修用教材の提供。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 共助体制の構築 

ＢＣＰの実効性をさらに高め

るために，ＢＣＰ策定講座等参

加事業者間で，共助体制の推進

を進めていくための研究や，情

報交換を行える場を提供。 

 

 

 

 

 

○ 土砂災害警戒区域等の認知

度向上の取組 

・ 新たに「土砂災害警戒区域等

を示した標識」を設置 

 

 

 

 

 

・ 「呼びかけ避難」のポスター

の掲示や，自主防災組織の代表

者を対象とした防災教室の開

催など，避難につながる取組を

推進し，指定効果を高める取組

を継続。  

 

○ 「ため池ポータル」による情

報の周知 

〇 中小事業者等に事業継続計

画(BCP)の策定支援の拡充 

・ ＢＣＰの策定 

新型コロナウイルス感染症感

染拡大により，延期や参加人数

の制限を行う一方で，ＷＥＢの

非集合型講座に変更すること

等による，途切れのない継続的

な開催に注力した。 

（2月末現在） 

■フォーラム・セミナー 302 人 

■ＢＣＰ策定講座 146社 

■ＢＣＰ検証机上演習 57社 

 

・ 映像媒体による周知活動 

ＢＣＰの策定講座等を受講し

た事業者からの生の意見（アン

ケート等）を踏まえて，配信内

容を検討し，映像媒体を，参加

事業者等に提供。 

■経営者向け啓発用動画 

■ＢＣＭ活動実践ポイント説明

用動画 

■ＢＣＰ・ＢＣＭ社内周知用動 

 画 

 

・ 共助体制の構築 

ＢＣＰ策定講座を受講しした

多種多様な業種の事業者に，共

助体制の概要等を説明し，必要

性の有無等の意見等を聴聞し，

次年度以降の，研究会での，研

究する内容の具体化等の道筋

をつけた。 

■研究会 26社・37名（2回（11

月，１月）） 

 

○ 土砂災害警戒区域等の認知

度向上の取組 

・ 6 月に標識設置実施計画を公

表し，標識第 1 号を土砂災害

の被害が甚大だった熊野第四

小学校に設置 

・ 災害履歴等の「Yahoo！防災

速報」で公開 

 

・ 公共交通機関，教育機関，警

察署，郵便局等へのポスター

掲示や，広島市等の防災リー

ダー研修で自主防災組織代表

者向け防災教室を実施 

 

○ 「ため池ポータル」による情

報の周知 

・ 防災重点ため池についての

令和２年度に作成した浸水想

定区域図を追加公開した。 

〇 継続して取り組む 

 

・ ＢＣＰの策定 

県内中小事業者等に対し

て，ＢＣＰの必要性や事業継

続のマネジメント体制の整備

を訴える「ＢＣＰ策定・ＢＣ

Ｍ活動推進フォーラム・セミ

ナー」の開催，ＢＣＰを策定

するための「ＢＣＰ策定講座」

の開催及び，ＢＣＰの効果検

証等を試みる「机上演習」を

引き続き実施する。 

 

・ 映像媒体による周知活動 

フォーラム・セミナーへの

参加誘導としての映像の配信

や，ＢＣＭ活動の推進として

の社内教育・研修用教材の提

供等を行う。 

 

 

 

 

 

 

・ 共助体制の構築 

ＢＣＰの実効性を高める，

共助体制の推進を進めていく

ために，事象シナリオを通じ

て，提供できる経営資源や提

供スキーム等の，具体的な内

容について，専門家を交えて，

講座等参加事業者と検討す

る。 

 

 

○ 継続して取り組む 

・ 標識設置実施計画に基づ

き，計画的に標識設置を進

め，土砂災害警戒区域等の更

なる認知度向上を図る。 

・ 土砂災害警戒区域等の３D

マップ化 

 

 

・ 引き続き，ポスターの掲示

や，自主防災組織の代表者を

対象とした防災教室の開催

など，避難につながる取組を

推進し，指定効果を高める取

組を継続 

 

○ 継続して取り組む 

 ・ 引き続きデータの整理を行

い，マップ上で公表するため

池を順次拡大する。 

知  る 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

察知する 

○ 気象情報・防災情報の意味の

周知や，防災情報メールへの登

録促進 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施 

・ 県内の大規模イベント等に

おける，「みんなで減災」推進

大使による周知 

・ 県広報番組，県広報誌等を

通じた防災情報メールの登録

の呼びかけ 

・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族による登録を働

きかけ 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「察知する」取組の推進 

 

○ 防災情報の信頼性を高める

取組 

 

 

 

 

 

 

 

○ 個人ごとに最適化した防災

情報の発信 

 

○ 気象情報・防災情報の意味の

周知や，防災情報メールへ 

の登録促進 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報を実施した。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の影響により大規模イベント

が中止となったため未実施 

・ 県広報番組，県広報誌等を

通じた防災情報メールの登録

の呼びかけを行った。 

・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族による登録の働

きかけを行った。 

 

○「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「察知する」取組の推進 

 

○ 防災情報の信頼性を高める

取組 

・ 土砂災害警戒情報の判定基

準見直し（5月 26日～） 

・ 土砂災害危険度情報の全面

改訂，配色変更検討 

・ 土砂災害警戒情報の発表区

分の細分化検討 

 

○ 個人ごとに最適化した防災

情報の発信 

・ 土砂災害危険度情報のスマ

ートフォン対応 

・ オープンデータ化による民

間防災情報コンテンツとの

連携 

・ アクセス集中対策として土

砂災害危険度情報のクラウ

ド化の検討 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

行動する 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施 

・ 県内の大規模イベント等に

おける，｢みんなで減災｣推進

大使による周知 

・ 「一斉防災教室」の実施 

 

 

 

・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族に訓練等への参

加を働きかけ 

○ 災害の状況に応じた適切な

避難行動等の周知や防災訓練

等への参加の呼びかけ 

・ 報道機関との連携による，

テレビ，ラジオ等を通じた，

定期的な広報の実施した。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の影響により大規模イベント

が中止となったため未実施 

・ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉防災教室」の実

施（5/11～6/6） 

→ 参加者約 60 万 9千人 

・ 県内企業を訪問し，従業員

及びその家族に訓練等への参

加を働きかけ〔再掲〕 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－ 42 － 

 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「行動する」取組の推進 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「行動する」取組の推進 

 

○ 継続して取り組む 

 

学  ぶ 

○ 普段から災害に備えるため

災害に関する正しい知識の習

得 

・ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉防災教室」の実

施 

・ 報道機関と連携した定期的

な広報により，防災教室や防

災訓練等への参加促進，災害

から命を守る行動などについ

て周知 

 

・ 県内の大規模イベント等に

おいて，「みんなで減災」推進

大使による防災教室の実施 

・ 県内の大規模イベント等に

おける職員による防災教室の

実施 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「学ぶ」取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 災害を可視化するための VR

教材の作成及びその教材を活

用した疑似体験の実施 

 

○ 県防災 Webに過去の災害記録

を掲載（地域の砂防情報ｱｰｶｲ

ﾌﾞ，広島県の砂防資料館等） 

 

 

 

 

 

 

○ 県内の小中学校に職員を派

遣し，「砂防出前講座」を実施 

 

○ 普段から災害に備えるため

災害に関する正しい知識の習

得 

・ 地域，企業，学校等の参加

による「一斉防災教室」の実

施（5/11～6/6） 

→ 参加者約 60 万 9千人 

・ 報道機関と連携した定期的

な広報により，防災教室や防

災訓練等への参加促進，災害

から命を守る行動などについ

て周知を行った。 

・ 新型コロナウイルス感染症

の影響により大規模イベント

が中止となったため未実施 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」を活用した防災・減災教育

の実施 

・ 「ひろしまマイ･タイムライ

ン」を制作し，全小学校に配

布（7 月上旬） 

・ 自主防災組織等へ配布し，

地域の防災教室等で活用 

・ Ｗｅｂ上にデジタル版のマ

イ・タイムライン作成サイト

を構築 

 

○ 広島大学防災・減災研究セン

ターの監修により，ＶＲ教材を

制作 

 

○ 県防災 Webに過去の災害記録

を掲載 

・ 災害写真・動画１７１点を

新たに登録 

・ 過去の災害記録を「Yahoo！

防災速報」で公開 

（「Yahoo！防災速報」での公開

は全国初） 

 

○ 砂防出前講座の実施 

・ 県内３８校の小中学校で砂

防出前講座を実施 

・ 効果的な防災教育を推進す

るため，新たにオンライン講

義や，VR やマイ・タイムライ

ンを活用した出前講座を実施 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムラ

イン」の作成率の向上に向け

て，継続して取り組むととも

に，新たに次の取組を実施 

・ 希望する小学校での出前講

座の実施 

・ 低学年向けの教材の配布 

 

 

 

 

 

○ 出前講座や防災教室等での

ＶＲ教材の活用や Youtube配信

等による防災意識の機運醸成 

 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

行動する 
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行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

備 え る 

○ 普段から災害に備えるため

の行動を実施 

・ 機関と連携した定期的な広

報により，非常持出品の備え

などについて周知 

・ みんなで減災」備えるフェ

アの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「備える」取組の推進 

○ 普段から災害に備えるため

の行動を実施 

・ 報道機関と連携した定期的

な広報により，非常持出品の

備えなどについて周知した 

・ 「みんなで減災」備えるフ

ェアの開催 

→ ﾎｰﾑｾﾝﾀｰやｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰな

どの生活に身近な場所におい

て，非常持出品の特設ｺｰﾅｰを

設置するなど，非常持出品と

して備えるべきものや，ﾛｰﾘﾝ

ｸﾞｽﾄｯｸといった備え方の工夫

などを周知 

【8/29～9/13開催】 

参加企業 48 社 2,394 店舗 

【3/6～3/21 開催】 

 参加企業 48社 2,412店舗 

 

○ 「ひろしまマイ・タイムライ

ン」の作成を促すことによる

「備える」取組の推進 

○ 継続して取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 継続して取り組む 

 

 
 


